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決算特別委員会 平成２６年１０月１日（水）            開会 １０時０１分 

 

審査の経過概要 

 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

昨日に引き続き委員会を開きます。 

ここで委員の皆さまにお願いいたします。質疑をされる場合は、ページ数、款項目節まで

お知らせいただきますようお願いいたします。 

（健康増進課、税務課入室） 

 

○認定第５号 平成２５年度阿久根市歳入歳出決算認定について（介護保険特別会計） 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

それでは、認定第５号を議題とし、審査に入ります。 

課長の説明を求めます。 

佐潟健康増進課長 

おはようございます。それでは，認定第５号平成２５年度阿久根市介護保険特別会計歳入

歳出決算認定に係る主なものについて御説明いたします。 

先ず、介護保険事業の概要でありますが、主要事業の成果説明書の３４ページ右上にある

とおり、平成２５年度の６５歳以上の第１号被保険者は月平均８，１０７名で要介護認定者

が月平均で１，６２４人であり、高齢者の２０．１％の方が介護認定を受けています。 

また、平成２６年３月末時点で住民登録高齢者は８，１７６人で高齢化率３６．５２％で

あります。なお、４０歳から６４歳までの第２号被保険者の介護認定者２６名を含んだ阿久

根市全体での平成２６年３月末時点での介護認定者は１，５９７人であります。 

次に、一般会計からの繰入金について御説明申し上げます。決算に関する説明書の２２ペ

ージをお開きください。第７款繰入金１項一般会計繰入金の収入済額は４億１，８５７万９

千円であり、対前年比２，７７８万６千円、７．１１％の増額となりました。内訳としまし

ては、阿久根市が保険給付費の１２．５％分を負担する、１目介護給付費繰入金が３億３，

２７１万２千円で対前年比９．７％の増となりました。以下同様に、２目地域支援事業繰入

金１１１万８千円は介護予防事業費の対象経費の１２.５％分であります。３目地域支援事

業繰入金７９６万円は、包括的支援事業・任意事業費の対象経費の１９．７５％分でありま

す。４目その他一般会計繰入金７，６７８万９千円は、職員給与費等繰入金が３千４６４万

６千円、事務費繰入金が４，２１４万３千円の合計額であり、職員６人分の人件費や北薩広

域行政事務組合負担金等の財源として繰り入れた額であります。今後も、保険給付費がふえ

ていけば、１目介護給付費繰入金の額がふえるものであり御理解をお願いいたします。 

それでは、事業勘定の歳出から御説明いたします。決算に関する説明書は２４ページ、事

項別明細書は３５ページ、主要事業説明書は３４ページと３８ページを御覧ください。第１

款総務費１項１目一般管理費の支出済額４，４７１万８，２７６円は、介護保険係４名と税

務課２名に係る職員６名分の人件費や介護保険専門指導嘱託員４名分の報酬と介護保険運営

協議会委員の報酬などが主なものであります。 

次に、３項１目認定調査等費の支出済額１，０１５万６，２０５円は、新規に介護認定を

申請した方や認定の更新に係る調査費用であり、介護認定に必要な主治医意見書手数料と郵

便・電話料の役務費、更新に係る申請についての訪問調査業務の委託料であります。 

次に、２目認定審査事務負担金の支出済額１，９８９万２千円は，北薩広域行政事務組合

で行う合同の認定審査会事務事業費の負担金であり、負担割合は均等割が１０％、高齢者人

口割で４５％、実績割で４５％とし、実績割は平成２４年度の審査件数で算定し負担するも

のであります。 

次に、第２款保険給付費の支出済額２５億８，８９６万７，２３９円は対前年比で１億５，
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１４９万８９７円の６．２２％の増であり、平成２４年度決算時の給付費の増は８．８％の

上昇であり、本年度はさらに消費税増税分も加わり、今後も増加する見込みであります。１

項１目居宅介護サービス給付費の支出済額７億６，３４９万４，０７６円は、要介護の認定

を受け、自宅いわゆる居宅でサービスを受けた給付費であり、主要事業の成果説明書３８ペ

ージにありますとおり、延べ１６，４６８件の利用であります。中でも特殊寝台や歩行器等

を貸与する福祉用具貸与の利用件数が多く、次に通所リハビリテーションや通所介護、訪問

介護等が利用されています。３目地域密着型介護サービス給付費の支出済額４億２，３０７

万８，８５８円は、住み慣れた地域で介護サービスが受けられるよう、小規模多機能型居宅

介護や認知症対応型共同生活介護いわゆるグループホーム等で生活するサービスであり、新

規に整備した小規模特別養護老人ホームや小規模多機能型居宅介護事業所等の利用が始まっ

た為、対前年比で５，９３２万９，４４９円の１６．３１％の増であります。５目施設介護

サービス給付費の支出済額１０億２６４万５９６円は、主要事業の成果説明書３９ページに

あるとおり、介護老人福祉施設は桜ヶ丘荘や野田の郷であり、介護老人保健施設は回生苑や

真和苑、グリーンフォレストみかさであり、介護療養型医療施設は出水群医師会立第２病院

等における施設サービス等であります。対前年比で５，５８３万３，７６３円の５．９％の

増であります。増加の原因としましては、市外の施設へ住所地特例で利用される方の増加も

考えられます。７目居宅介護福祉用具購入費の支出済額３０９万５，４０４円は、ポータブ

ルトイレやシャワーベンチ等の給付をしたもので１２０件の実績であります。８目居宅介護

住宅改修費の支出済額１，０３１万３，８４５円は、１３９件について、段差の解消や手す

り等の取り付けなどの改修を行いました。1人あたり２０万円が限度であります。９目居宅

介護サービス計画給付費の支出済額９，６７７万６２１円は、介護サービスを受けるための

基本となるケアプラン作成で７，２８２件分であり、昨年度と比較しますと３９５件増加し

ております。 

次に、決算に関する説明書は２６ページ、主要事業の成果説明書は４０ページです。第２

款介護予防サービス等諸費でありますが、これは要介護状態にならないための介護予防支援

のサービスであり、要支援１・２の方々の介護サービスであります。２項１目介護予防サー

ビス給付費の支出額９，０２４万６，０６９円は、主要事業の成果説明書４０ページ上段の

とおり４，００７件の利用件数で、介護予防通所介護、介護予防訪問介護が多く利用されて

おります。３目地域密着型介護予防サービス給付費の支出済額２９８万４，５９８円は、新

たに開設した、小規模多機能型居宅介護事業所に係る利用者の分が主であります。５目介護

予防福祉用具購入費の支出額８５万１，７５１円は、ポータブルトイレやシャワーベンチ等

の給付をしたもので３９件の購入分であります。６目介護予防住宅改修費の支出額４３７万

９９８円は、６４件について段差の解消や手すり等の取り付けなどの改修を行いました。７

目介護予防サービス計画給付費の支出済額１，１３５万２，４８０円は、介護予防ケアプラ

ンの作成にかかる経費であり２，６７９件の実績となっており、地域包括支援センターが行

う介護サービス事業勘定の歳入になっております。  

次に、決算に関する説明書は２７ページ、事項別明細書は３９ページです。３項その他諸

費１目審査支払手数料の支出済額３０２万７，５３０円は、毎月各事業所から提出されます

介護報酬請求書を国保連合会で審査する手数料であり３５，６１８件分であります。４項１

目高額介護サービス費の支出額６，１２８万９，６３３円は、世帯毎に居宅サービスや施設

サービスでかかった利用料負担の１か月の合計額が一般被保険者で３７，２００円、市民税

非課税世帯で２４，６００円、老齢福祉年金・生活保護受給世帯で１万５千円を超えた場合

に、超えた分に対し支給するもので５，４４５件の給付をしています。 

次に、決算に係る説明書は２８ページです。５項１目高額医療合算介護サービス費５５７

万８，３５４円と２目高額医療合算介護予防サービス費２万１，３１４円は、平成２０年度

に設けられた制度で、介護保険制度における限度額と他の医療保険制度について月毎の限度

額の集計を１年分の集計に再計算し、限度額を超えた分が支給され、後期高齢者医療と国保
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制度との合算分で２４３件給付しております。７項１目特定入所者介護サービス費の支出額

１億９７３万３，７４０円と、３目特定入所者介護予防サービス費７万７，６７０円は、介

護施設入所者の方について、居住費・食費は自己負担になりますが、住民税非課税世帯等の

低所得者の方が施設サービスを利用する際には、一定の限度額を超えた分について給付する

もので３，８７４件と要支援の方々分２３件を給付しております。施設入所者の利用が増加

しているため、対前年比１，４７８万５，１４０円の１５．６％の増であります。 

次に、決算に関する説明書は２９ページ、事項別明細書は４０ページです。第５款地域支

援事業費は、被保険者が要介護・要支援状態となることを予防するとともに要介護状態とな

った場合にも、可能な限り地域において自立した日常生活を営むことができるよう支援する

ことを目的とした事業であります。１項１目介護予防特定高齢者施策事業費の支出済額３２

９万４，６２７円は、要介護状態となる恐れが高い虚弱な高齢者等を対象に訪問指導する訪

問指導嘱託員の報酬や特定高齢者の運動器機能向上業務委託が主なものであり、対前年比、

４１５万６，３７９円の５５．７８％の減であります。これは、特定健診時に実施していた

生活機能評価業務の委託料の減であります。運動器機能向上業務は、運動指導士が在籍して

いる特定非営利活動法人川内スポーツクラブゼロワンに委託し、２教室に１６人の参加を得

て実施しました。１項２目介護予防一般高齢者施策事業費の支出済額９３万７，１２２円は、

一般高齢者への介護予防事業教室開催時の看護師や運動指導講師等への謝金が主なものであ

ります。２項１目介護予防ケアマネジメント事業費の支出額３６８万４，００８円は、地域

包括支援センターにおける、介護予防ケアマネジメント業務に係る社会福祉協議会からの出

向職員の負担金が主なものであり、１節報酬の不用額は社会福祉士１名、保健師１名、看護

師１名を募集しましたが、応募がなかったことによるものであります。応募はありませんで

したが、業務を執行する上では、相談があったらまず訪問し状況の確認を行い、保健予防係

や高齢者対策係に協力をもらいながら事業を進めてまいりました。次に、２項２目総合相談

事業費の支出済額９７万９，７０４円は、地域包括支援センターの周知を図るためリーフレ

ット３８万１，７５９円を作成し、全戸配布した需用費が主なものであります。１年間の相

談延件数では減りましたが、全戸配布した関係から相談実人員は、平成２４年度２３８人で

したが平成２５年度は３２４人と増加しました。１３節委託料は、見守りが必要とする高齢

者宅を訪問し実態把握していただくことを、市内３カ所の居宅介護支援事業所へ委託したも

のであります。 

次に、決算に関する説明書は３０ページになります。５目任意事業費の支出済額２，９８

１万６，３２０円は、介護給付適正化の為の介護保険専門指導嘱託職員の報酬分と、主要事

業の成果説明書の２５ページに掲載の生きがい対策課が所管する高齢者施策に係る事業費が

主なものであります。なお、認知症に係る施策として認知症予防講演会や認知症サポーター

養成講座を開催し、認知症について正しい理解を周知してきているところです。また、在宅

医療の推進としまして、在宅医療講演会も開催いたしました。 

次に、第６款基金積立金１項１目介護保険基金積立金の支出額２，７０３万９，６４５円

は、基金利子分と繰越金の残額分を積み立てたものであります。平成２５年度末の基金残高

は１億２，１９４万１，６１３円であります。次に、第８款諸支出金１項２目償還金１４９

万５，４３２円は、平成２４年度に係る介護保険給付費等の精算に伴い、社会保険診療報酬

支払基金や、国・県への精算返納金であります。３項１目他会計繰出金の支出額６６万８，

９１１円は、償還金と同様に平成２４年度に係る一般会計への精算返納金であります。 

次に、歳入について御説明いたします。介護保険制度における、各種介護サービスは、サ

ービス利用時の利用者負担１割分を除いた額の５０％が公費でまかなわれ、残りの額が保険

料として負担することとなっています。公費分の内訳としまして、居宅給付費については国

と調整交付金で２５％、県と市がそれぞれ１２．５％を負担しています。施設等給付費は国

と調整交付金で２０％、県が１７．５％で、市が１２．５％であります。残り５０％分の保

険料の内訳としては、平成２４年度から、６５歳以上の第１号被保険者が２１％、４０歳か
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ら６５歳未満の第２号被保険者が２９％を負担することになっております。ちなみに、阿久

根市の保険料の基準額は４，３００円であり、出水市が５，２００円、薩摩川内市が５，８

００円、長島町が４千円、さつま町が５，４００円であります。また、県の平均は４，９４

６円であります。 

それでは、決算に関する説明書は２１ページ、事項別明細書は２９ページをお願いします。

第１款保険料１項１目第１号被保険者保険料の収入済額３億４，２６２万８，５１３円は収

納率、９７．４５％で、内訳として特別徴収分が１００％、普通徴収分が８７．３２％、滞

納繰越分が１６．５４％で、全体収納率は対前年比で０．３ポイント減少しました。 

次に、第３款国庫支出金１項１目介護給付費負担金の収入済額４億７，１９９万２，８０

２円は、居宅給付費が２０％、施設等給付費が１５％分の負担割合です。２項１目調整交付

金の収入済額２億７，６４３万８千円は、保険給付費の原則５％分でありますが、阿久根市

は低所得者の方々が多いこともあり、約１０.７６％交付されました。２目地域支援事業交

付金の収入済額１４８万７，２５０円は、介護予防事業の対象経費の２５％分の国庫補助金

であります。３目地域支援事業交付金の収入済額１，４９６万２，２０５円は、包括的支援

事業・任意事業費の対象経費の３９．５％分の国庫補助金であります。 

次に、第４款支払基金交付金１項１目介護給付費交付金７億５，７４５万９，８９２円は、

保険給付費全体分の２９％分であります。２目地域支援事業支援交付金の収入済額２１５万

１千円は、地域支援事業費の対象経費の２９％分が交付されたものであります。次に、決算

に関する説明書は２２ページ、事項別明細書は３１ページです。第５款県支出金１項１目介

護給付費負担金の収入済額３億９，５９５万３，１４０円は、居宅給付費が１２．５％、施

設等給付費が１７．５％分の負担割合です。３項１目地域支援事業交付金の収入済額６２万

４，７８３円は、介護予防事業費の対象経費の１２.５％分の県補助金であります。３項２

目地域支援事業交付金の収入済額７４８万１，１０２円は、包括的支援事業・任意事業費の

対象経費の１９．７５％分の県補助金であります。 

次に、第６款財産収入１項１目利子及び配当金の収入済額１５万６，０７２円は、介護保

険基金に対する基金利子であります。 

次に、第７款繰入金１項１目介護給付費繰入金については、冒頭で説明したとおりであり

ます。２項１目介護保険基金繰入金の収入済額７千万円は、保険給付費の不足分として、必

要額を繰り入れたものであります。 

以上で事業勘定を終わり、次に介護サービス事業勘定について御説明いたします。 

介護サービス事業勘定は、地域包括支援センターの業務に係る経費であり、要支援１と２

に介護認定された方のケアプラン作成に係わる経費が主なものであります。それでは、歳出

から御説明いたします。決算に関する説明書は３２ページ、事項別明細書は４４ページです。

第１款総務費１項１目一般管理費の支出済額１，２２３万６，９１８円は、地域包括支援セ

ンターのケアマネージャー４人の人件費及び出向職員の負担金等が主なものであります。第

２款介護予防サービス事業費１項１目介護予防給付事業費の支出済額９６万３，６８０円は、

ケアプラン作成業務の１５９件分の委託料が主なものであります。 

次に、歳入について御説明申し上げます。決算に関する説明書は３２ページ、事項別明細

書は４３ページです。第１款介護サービス収入１項１目介護予防サービス計画費収入の収入

済額１，１３３万３千円は、ケアプラン作成に係る収入であり、１件当たり新規が７，１２

０円の１０４件分、更新が４，１２０円の２，５７１件分であります。 

以上で認定第５号に係る説明を終わりますが、どうかよろしくお願いします。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

課長の説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。 

出口徹裕委員 

決算に関する説明書の２９ページ、５款１項１目１３節、委託料の高齢者運動機能向上業
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務というのが、先ほどの説明の中で、２教室で１６名というふうになってたんですが、これ

は何か定員があったっていうことでしょうか、それとも集まらなかったのか。 

佐潟健康増進課長 

この業務につきましては、特定高齢者ということで、要支援になる率が高いというやつを、

チェックリストという形とか、判定をします。それで、判定をして、あと教室に参加したい

よというような意向がある方について教室参加を促す形であります。よって、定員とかとい

うのは特にないんですけれども、なかなかそういう教室に参加を行きたいという方がなかな

か出てこなくて人数が少なかったということになります。ちなみに今年度はひまわり教室と

いうことで実施しているんですけれども、それについては多くの方が参加をいただいている

状況であります。以上です。 

出口徹裕委員 

  ということは、人数で１６人で２教室とすると、２教室で２回ということですよね、１回

あたりにするとかなりの金額になってくるので、講師が何人いるのかわかりませんけれども、

業務としては非常に来る人も少なかったからしょうがないんでしょうけど、うまくいかなか

ったのかなと思うんですけど、今回はそれで改善されているっていう、今年度はそういう所

は改善されたという所で、この事業としてはちょっとうまくいかなかったというところをお

持ちなんでしょうか。 

佐潟健康増進課長 

すみません、補足ということになりますが、１６名の方、この教室自体は毎週１回、１３

週続けてぐらいやっています。ことしもだったんですが、去年もですね、途中で台風とかで

延期した部分もあったりしますので、あと１６人の方なんですけれども、その１３回のうち

に体調が悪かったり、用事があったりそういった部分での、出会の調整もあったりします。

ちなみに、このゼロワンさんからのスタッフというのは、結構、運動指導士とか、看護師、

それから栄養の関係、栄養士とかですね、そういう専門の方々が加わってやっていただいて

ますので、そういう意味では参加された方にとっては非常にためになるというか、効果があ

ったというふうに思っております。以上です。 

[出口徹裕委員「了解です」と発言あり。] 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

ほかに、質疑はありませんか。 

山田勝委員 

  あのね、包括支援センターってだいたい何をするわけ。 

佐潟健康増進課長 

  地域包括支援センターについては、平成１８年度に制度化されたセンターであります。こ

のときに国においては介護予防っていう点でこの地域包括支援センターを全国的に導入され

たわけなんですけれども、地域包括支援センターでは、今申しましたように介護予防、要支

援１・２の方々のケアプランをつくるのが一つ、それと、それまで老人保健の分野でやって

ました高齢者の施策的な部分、これを保健師、社会福祉士、それから主任ケアこの３職種の

方が中心となって相談業務であるとか、それから、このケアマネージメントですね、高齢者

虐待の相談であるとか、そういった部分、あと今、運動機能向上の話をしましたけれども、

そういった教室の開催等をするようにして、なるべく介護に、要介護に移行しないようにす

るところであります。 

山田勝委員 

  なら、包括支援センターでは要支援１・２についての認定だけするんですか。 

佐潟健康増進課長 

  認定については、介護保険係の認定調査員が調査をして、北薩広域行政事務組合での認定

審査会で認定されます。そこで要支援１・２と認定された方のケアプランをつくる、介護予

防居宅介護支援事業所という機能が一つと、今言いましたように、いろいろな高齢者の総合



- 6 - 

窓口としての部分、そういう二面性を持っているということでご理解いただければと思いま

す。 

山田勝委員 

もちろん認定業務は、認定は北薩広域行政事務組合でしますよね、その中で認定された要

支援１・２の分だけのケアプランについては包括支援センターがやるんですか、ということ

は、要支援のただのケアプランはそれぞれの施設とか病院にいらっしゃるケアマネージャー

は（要支援）１・２についてのケアプランは作らんちゅうことですね。 

佐潟健康増進課長 

 一部このケアプラン作成業務の中の委託料っていう部分がありますけれども、一部委託は

できるとなってますので、そうさせていただいています。 

山田勝委員 

 何でこういうかと言うとね、包括支援センターは要らんたらよって、要らないのにねって

言う関係者の話を聞いたことがあるから、もちろん国の制度でつくっているんだけれども、

現実に目的に沿った事業をちゃんとやってですね、今、あなたたちが言うように、介護にな

る人を、スピードを予防するという仕事をしているんだったらですよ、具体的にどんな仕事

をして、どういうような実績をあげてるのって、だから本来であれば包括支援センターがで

きてからですね、要支援から介護になる人が少なくなったんですよとかいう実績があるのか

ないのか、ないんだったら要らなよっていうことになるんですよね、ということなんですが、

具体的にどんなことをやって、積極的にやっているかやっていないかどういう形でね、行政

サービスをやっているかの問題だと思うんですよ。 

佐潟健康増進課長 

  要支援１・２の方においても、施設に入ってるとかいう方はいらっしゃいませんので、ほ

とんど、在宅の方が多いです。在宅の方々に住宅改修であったり、福祉用具の貸与をしたり

しながらですね、ケアマネージャー、包括のケアマネージャーの方なんかが訪問したり、電

話で指導したりしながらやってますので、かなり要支援１・２の方から介護というのは少な

いかというふうに思います。かえって新規で要介護になられる方、在宅で急に転んだりとか、

あと、病気になってっていう新規に要介護になられる方が多いというのが状況ですので、要

支援１・２で包括で要支援１・２の方々が介護のほうに行くのは少ないかというふうに思い

ます。以上です。 

山田勝委員 

 例えばですよ、例えば、要支援の人がね、介護になる。要支援を経て必ずしも介護を受け

られる人になるということはないじゃないですか、病気をして要支援を飛び越えて介護に行

く人もいるでしょ。だったら要支援に行く前の段階からね、あなた方は手を加えないとすぐ

要支援に行ったり、あるいは、介護に行ったりするのでね、もうちょっと要支援になった人

のそのケアマネージャーとかあるいは訪問とかじゃなくて、要介護にならないような、要支

援にならないような努力をね、せんなな、目に見えてこんと思うでや。だから関係者がそげ

んたんどがでくっとよねということまでせないかんちゅうことになるんじゃないですか。そ

んなのは、何も包括支援センターがしなくてもね、一部委託料でする分についてはそちらの

方がいいのではないのという人の声が聞こえてくるちゅうのもわかる気がしますよ。これは

私がどれだけあなたに言ったって国の制度でしている仕事ですからね、どうしようもできな

いんだけれども、もっとその前の段階でね、何らか目に見える努力をして、するべきじゃな

いかなと実は思っています。以上です。何かあったらよろしく。 

佐潟健康増進課長 

 そこの点については、まさしく今、出口委員から質問がありました、運動機能向上業務の

教室の話になります。昨年度２５年度は人数、参加された方が少なかったんですけども、２

５年度は結構多くの方が参加されて毎週教室のほうに通っていただいていますので、その分

では２６年度、２７年度には効果は出てきてくるのではないかというふうに思っています。
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以上です。 

山田勝委員 

  老齢化率がふえてきてですね、医療、介護に対する金がかなりものすごくいってくる中で

ね、どうしたらブレーキがかけられるかと思ったときに、これは単なる私の発想ですよ、各

集落にラジオ体操をさせたらどうですか、老人の方に。ほいで印鑑をついて、介護保険か何

かからですね、一年間ずっととおして来た人に何か商品をやるとか、そういう全くばかげた

ことが私はいい気がするんだけどな。何かいいことを考えてください。 

佐潟健康増進課長 

  そういう観点からですね、今度、第６期の部分の計画の中では、介護予防の利用が多い、

訪問介護とか、通所介護、ここの部分が市町村事業に移されることになります。この、保険

給付費の中ではなくて第５款の地域支援事業のほうに移管されることになります。そうする

ことによって、いきいきサロンでの利用であったり、そういった部分での市町村ごとにいろ

いろな地域の特性を活かした訪問介護とか、地域のみんなでですね、助け合いながらそうい

うことをするっていうように制度がなってきています。また、あわせて昨年度から取り組ん

でいます高齢者元気度ポイントアップ事業、こちらのほうについてもそういう形で阿久根市

の場合、すこやかクラブを中心にやっていただいていますが、そういった部分で、元気な高

齢者の方がちょっと体の調子が悪いよというような方々を手助けしながら、地域でどんどん

元気な高齢者をいきいきと活かせるようなふうにやっていきたいと思っています。 

山田勝委員 

  聞いてみればねあなたの説明を聞いてみれば、それぞれの市町村でいろんな計画をつくり、

いろんなメニューをつくりね、それぞれユニークなものをつくったのはね、今後全国レベル

で発表されると思いますよ、その中で阿久根市はこういうのをやって、とにかく介護支援に

なる人が少なくなっているんですよとか、元気な老人をつくっているんですよとか、そうい

うユニークな、倒れてからやんか、介護が必要になってから、あるいは要支援になる前の段

階でね、私はいろんなユニークな政策をつくって欲しいと、もちろん私たちも考えますけど

ね、あなた方もやっぱりそういうのを考えて、既成概念にとらわれないでやって欲しいと思

います。ですから阿久根市ばってテレビに出たり、新聞に載ったりするようにやってくださ

い。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

  ほかに質疑はありませんか。 

岩﨑健二委員 

事項別明細書の４０ページ５の２の１目の１節報酬なんですが、応募がいなかったという

ことで他の職員が一緒になって頑張っているんですよという説明がありましたが、ことしも

一応予算化はされているんですが、ことしの分では応募はあったんですか。 

佐潟健康増進課長 

はい、ことしについては、社会福祉士につきましては正規職員を配置していただきました。

それと保健師については、保健師もしくは看護師という形で応募していまして、看護師の方

については応募があった状況であります。以上です。 

岩﨑健二委員 

  応募があって、採用されているんですか。 

佐潟健康増進課長 

  はい、採用したところであります。以上です。 

  [岩﨑健二委員「はいわかりました」と発言あり。] 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

  ほかに質疑はありませんか。 

竹原恵美委員 

すみません、よく聞き取れなかったところで、成果説明書の３９ページ２款１項５目のと
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ころの増額になった５千万ほどの増額になったところの理由が他市の何々とおっしゃるんで

すけども、少しゆっくり教えてもう一回もらえませんか。 

佐潟健康増進課長 

  介護施設につきましては、介護老人福祉施設、それから介護老人保健施設、医療病床の施

設、３種類あるわけなんですけども、住所地特例ということで、阿久根市に住所を置いて県

内の他市町村、もしくは県外の施設に入られる方が非常にあります。私たちとしても、非常

に一人当たりの１か月の給付費がこの施設給付には高いので、２５万から４０万くらい１か

月かかりますので、そういう方々について非常に危惧しているところではあるんですけれど

も、実際に措置制度から給付のほうに制度が変わりましたので、これに歯止めをかけること

ができないというのが１点あります。ですので、他市が整備した老人福祉施設等にですね、

多くちょっと入られたのがあって、ふえている状況があります。以上です。 

竹原恵美委員 

ということは、逆によそからうちが受け入れているのもある。もちろん向こうにとっても

それは。その金額というのは、その施設により、その幅が、今言われましたけども、市にと

っての負担は向こう側のサービスのレベルによって、上限に、まあ４０万に近いところのサ

ービスを受けられたり、安いところのサービスを受けられたりっていう意味なんですか。 

佐潟健康増進課長 

  介護度によって給付費が、上限額が決まっていますので、それぞれの施設、上限額でだい

たい事業が執行されるということになります。ですので、阿久根市に入ってこられている住

所地特例の方も、他市からですね施設に入ってらっしゃる方も実際いますし、阿久根市から

外に出て行ってる方もいるということで、施設側にとっては阿久根市であろうが他市町村で

あろうがとにかく入ってくる分は経営的には成り立っているかと思います。 

竹原恵美委員 

阿久根市の負担として要はその出て行きもするし、来られもするし、そしてレベルもそ

れぞれのレベルであって、これについての、この増額についてはまったくあらがうことはで

きない、どう対処することも全くできない、ただ人数が多かったり、レベルが高かったりと

いうことで増額になりましたという結果だけと思ったらいいですね。 

佐潟健康増進課長 

  歯止めをかけられないっていうか、地域密着型、今回満青さんとあかりということで小規

模の地域密着型の老人福祉施設を整備しましたけれども、この地域密着型になればですね、

阿久根市の方だけしか入れません。介護老人福祉施設等であれば広域型ということで、他市

から入ってくる人もおれば、こちらから入っていく方もいらっしゃるということになります。

それともう一点あれでした、医療病床、これの状況がですね、地域密着型の老人福祉施設を

整備する際、平成２９年度で療養病床については廃止という意向がありました。ただ、それ

が、この前厚労省のほうでは審議会のほうで凍結された状況であります。当然、医療病床の

ほうも必要性はありますし、必要ということになるんですけれども、ただその部分が老人福

祉施設とか、保健施設のほうに移行するだろうと見込んでたんですけれども、療養病床のほ

うが存続するということになると、療養病床の方々の給付というのが一番高くて、１か月だ

いたい４０万ぐらいなんですね、ですから、今後もそういった部分での負担というのが残る

ということは今後もふえていくのかなというふうに思っています。以上です。 

  [竹原恵美委員「はいわかりました」と発言あり。] 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

  休憩といたします。 

 

  （休憩 １０：４９～１０：５１） 

 

  休憩前に引き続き委員会を再開します。 
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  ほかに質疑はありませんか。 

石澤正彰委員 

  課長、ちょっとさっき出口委員と、山田委員のほうからの質問の関連なんですが、決算に

関する説明書の２９ページ、５款１項１目で、今お話がありましたが、高齢者運動機能向上

業務っていうこの向上業務の対象者っていうのは、要支援の認定を受ける以前の人ですか。 

佐潟健康増進課長 

  はい、要支援の認定を受ける前の特定高齢者ということで、総合健診とか、チェックリス

トという２８項目くらいあるんですけれども、それでもってヒアリングしながら、このごろ

外に出てないよとかそういった方々を対象にするというのが高齢者運動機能向上の対象者の

方々になります。 

石澤正彰委員 

  この件はわかりました。だから要するに要支援にならないように、要介護者にならないよ

うに機能向上を図るということの理解でいいわけですよね。そしてもう一つ、この中で講師

謝金というのが２０万８，８００円ですかあげられております。先ほど課長の説明では全１

３回でしたかね、その１３回の機能回復訓練といいますか、いろんな講師をお招きなってお

やりになっているんだと思いますが、講師は何名で、１回の謝金というのはいくらぐらいな

んですかね。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

  ここで暫時休憩いたします。 

 

  （休憩 １０：５４～１１：０６） 

 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

  休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 

佐潟健康増進課長 

  石澤委員の質問についてお答えいたします。ここの講師謝金につきましては、管理栄養士

と歯科衛生士の２名の１３回分の４千円ずつの４千円であります。以上です。 

  （１０月２日の委員会で以下のとおり修正あり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石澤正彰委員 

  はい、課長わかりました。それと、ちょっと立ち入った言い方になるかわかりませんが、

そういうお年寄りをですね、家から出てきていただいて、訓練をしていただくわけですが、

訓練を押し付けるだけやなしに、その年寄りが楽しんでできるっていうプログラムもお考え

なんですかね。 

佐潟健康増進課長 

  この教室に関しましては、それぞれの高齢者の参加される高齢者の方々のひとりひとりの

石澤委員から御質問がありました第５款１項１目８節の報償費２０万８，８００円の内

訳について、内容について御質問があり、答弁としまして、管理栄養士と歯科衛生士２名

の１３回掛ける二人の単価４千円とお答えいたしましたけれども、正確にはこの２専門職

に加えて、健康運動士１名と看護師２名が加わり、二つの介護予防教室でトータル１０回

分でありました。内訳としましては、看護師の方が４千円掛ける４回の２名で３万２千

円、健康運動士が５千円掛ける２時間の４回で４万円、管理栄養士が４千円の３時間の４

回で４万８千円、歯科衛生士が４千円の３時間の６回で７万２千円、これに健康運動士の

交通費込みの請求分がありましたので、これが１，７００円の４回分で６，８００円、合

計がこれで２０万８，８００円という内訳になっておりました。それぞれ１０回の中でい

ろいろな専門職の方々が講師としておいでいただき、また、それぞれの専門職で単価が若

干違いましたので、答弁に誤りがありました、申しわけございませんでした。 
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いろんな血圧だったり、身長だったり、体重だったりそういったのを測ったり、で、薬の服

用とか、かかりつけ医とかそういったのも聞いて、無理なくできるようにフォローしていま

す。あと、車でというおっしゃいましたけど、半数以上の方がタクシーで送迎利用をされる

ようこの中でやってます。以上です 

石澤正彰委員 

  結局、最終的にどうもこうも動きが悪くなってから、要介護っていうような感じになる以

前にね、こういったことがものすごい大事やと思うんですよね、で、出て行きたくない年寄

りっていうのが僕も知ってまして、そういうお年寄りが楽しんで出かけるそういう教室とい

いますか、ひまわりプランかなんかっておっしゃったんですね、そういうあれにしていただ

きたいということで、要望で終わります。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

  ほかに質疑ありませんか。 

 ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ認定第５号について、審査を一時中止します。 

 

○認定第６号 平成２５年度阿久根市歳入歳出決算認定について（後期高齢者医療特別会計） 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

次に、認定第６号を議題とし、審査に入ります。 

課長の説明を求めます。 

佐潟健康増進課長 

認定第６号、平成２５年度阿久根市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定に係る主な

ものについて御説明いたします。 

後期高齢者医療特別会計は、鹿児島県後期高齢者広域連合を被保険者として運営されてい

ます。よって、この特別会計は、歳入としては、後期高齢者医療保険料と軽減分の基盤安定

繰入金であり、歳出としては、後期高齢者広域連合への納付金として払い出しをしているも

のです。なお、平成２５年度末の後期高齢者医療の被保険者数は４，９７２人でうち障害認

定者数が１３６人となっております。 

それでは歳出から御説明いたします。決算に関する説明書は３４ページ、事項別明細書４

７ページになります。第１款総務費１項１目一般管理費の支出済額２１万２，６２５円は、

後期高齢者に係る消耗品購入費、郵便料が主なものであります。次に、２項１目徴収費の支

出済額１８万５，１５５円も、徴収事務に係る消耗品購入費と郵便料、手数料等の事務経費

が主なものであります。次に、第２款１項１目後期高齢者医療広域連合納付金の支出済額２

億９，０９５万６，８７９円は、後期高齢者医療保険料として徴収した保険料と、保険基盤

安定繰入金の合算額を鹿児島県後期高齢者医療広域連合へ納付するものであります。 

次に歳入について御説明いたします。前のページ、決算に関する説明書は３３ページ、事

項別明細書４５ページになります。第１款保険料１項１目後期高齢者医療保険料の収入済額

１億６，５４４万１００円は、収納率９９．０２％であります。次に、第３款繰入金１項２

目保険基盤安定繰入金１億２，５８５万５７９円は、保険料の軽減分に対する財政措置であ

ります。 

以上で認定第６号に係る説明を終わりますが、よろしくお願いいたします。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

課長の説明は終わりました、これより質疑に入ります。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ、認定第６号について審査を一時中止いたします。 

（健康増進課、税務課退室、市民環境課入室） 

 

○認定第１号 平成２５年度阿久根市歳入歳出決算認定について（一般会計） 
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決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

次に、認定第１号を議題とし、市民環境課、三笠支所、大川出張所所管の事項について審

査に入ります。 

課長の説明を求めますが、説明は所管の決算内容、新規事業や改良を加えた点、事業の執

行による行政効果等について、簡潔明瞭にお願いします。 

馬見塚市民環境課長 

市民環境課及び三笠支所並びに大川出張所の所管分について、主な内容について歳出から

節ごとに説明をいたします。新規事業といたしまして、成果説明書にも記載してありますが、

海岸漂着物分別収集及び流木・灌木等処理業務を行っております。内容につきましては、説

明書及び後ほど、歳出部分にて説明をさせていただきたいと思います。なお、平成２５年度

中におきましては、予算は伴っておりませんが、折口ニュータウンの浄化槽問題への取組、

それから空家、空地等環境対策等の条例化及びごみ収集所の有価物の持ち去り対策の禁止の

条例化等の準備、また、総合窓口の開設準備、そして、生ごみ堆肥化事業への取組等、市民

生活に直接かかわる問題について、積極的に準備を進めた年度でありましたことも報告させ

ていただきます。それでは、まず、事項別明細書は、２２ページ、説明書は、２８ページを

お開きください。 

２款１項９目支所及び出張所費です。支出済み額は、４０８万２，８７５円です。主なも

のは、１節の報酬及び４節の共済費であり、これは、嘱託職員２名分の人件費です。 

次に事項別明細書は２３ページ、説明書は２９ページをお願いします。２款１項１５目諸

費の１１節需用費支出済額１０万５千円です。これは、自衛官募集事務に係る事務費であり、

三笠支所に設置してある募集用看板の修繕費が主なものでありました。 

次に明細書は２５ページから、説明書の方は、３１ページからとなります。２款３項１目

戸籍住民基本台帳費です。予算現額４，８３９万３千円に対し、支出済額は、４，７２６万

５，３７６円です。執行率は、９７．７％です。１節の報酬３３６万２，４００円は、窓口

事務担当嘱託職員２名分の報酬であり、２節給料から４節共済費は、職員５名分の人件費で

す。なお、共済費には、嘱託職員分も含んでおります。８節の報償費は、誕生証書の製作費

です。９節の旅費については、執行率が約１７％と低くなっておりますが、できる限りの公

用車利用を行ったものであります。１１節需要費の８１万５，２６０円は、本庁及び支所、

出張所の戸籍住民基本台帳事務に関連する書籍や各種証明書等の用紙など事務用品が主なも

のです。１２節の役務費３１万２，７４３円は、本庁住民係における郵便電話料です。１３

節の委託料４万２，８４０円は、ＩＣ旅券用交付窓口端末機年間保守業務費です。１４節の

使用料及び賃借料２万８，９８０円は、三笠支所の電子複写機等のリース料です。１９節の

負担金補助及び交付金１５万２，９００円は、鹿児島地方法務局川内支局管内戸籍住民基本

台帳事務協議会及び川内人権擁護委員協議会の負担金です。 

次に事項別明細書は３０ページ、説明書は３５ページをお願いします。３款１項４目、国

民年金費です。６４４万８千円を減額して、予算現額７７５万９千円となり、支出済額７６

０万６，７７７円です。減額理由の主なものは、当初年金事務担当職員を２名としておりま

したが、１名の人件費を削減したものです。したがい、２節給料から４節共済費までは、職

員１名分の人件費です。１２節役務費の４万６，５００円は、日本年金機構鹿児島事務セン

ター及び川内年金事務所等への進達、連絡などの郵便料並びに電話料でありますが、執行率

が低くなっておりますが、理由としましては、これまで有料の電話回線を使用しておりまし

たが、無料のインターネット回線に変更したものであります。 

次に事項別明細書は、３５ページから、説明書は、３９ページからです。４款１項４目環

境衛生費ですが、予算現額４，４３８万２千円であり、３４０万１千円を減額しております。

これは、小型合併処理浄化槽設置事業の額が決定したことに伴う減額が主なものです。支出

済額は、４，２７７万２４４円です。１節報酬１７５万８００円と７節賃金１４０万３，６

００円は、不法投棄等指導監視員２名分の人件費であります。この内、１名は緊急雇用創出
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事業臨時特例基金事業による補助金を利用したものであります。８節報償費の２万１千円は、

ごみ減量推進協議会への１回分の出会謝金です。当初５回分を予定しておりましたが、事務

の都合により回数が少なくなったものです。１１節の需用費は、消耗品等に７４万７，６３

８円を執行し、８１万４千円程度が執行残となっておりますが、これは、後ほど、説明を致

しますが、海岸漂着物対策国庫補助事業の需用費と併用して支出しましたので、本予算が大

分削減をできました。次に移ります。１２節の役務費４３万８，３８３円は、市内６共同水

道組合の水質検査費等であります。１３節委託料２６万９，６４８円は、潮見ケ丘墓地公衆

便所の浄化槽管理委託及び清掃業務委託費等です。１４節の使用料及び賃借料８３万４，５

２２円は、海岸漂着物の処理に係る重機借上料と海水浴場水質検査時における船舶の借り上

げ料です。１９節の負担金補助及び交付金３，６７９万８，５１６円は、浄化槽推進市町村

協議会負担金、小型合併処理浄化槽設置者への設置補助金と尾原地区共同水道整備事業への

補助金等でした。なお、平成２５年度の小型合併浄化槽の設置基数については、主要事業の

成果説明書の４６ページに記載をしております。次に、５目公害対策費です。予算現額１１

１万３千円に対し、支出済額４３万７，８５０円であります。１３節の委託料４３万７，８

５０円は、主に河川の水質調査及び騒音調査等でありましたが、地図システムの利用により、

騒音調査費が半分以下になったため、執行率が低くなったものであります。次に７目葬斉場

管理費についてでありますが、予算額１，７１７万円に対し、支出済額は１，６６４万６，

２６４円です。１１節の需用費１１３万４０円は、火葬場１号炉、２号炉の耐火修繕が主な

ものでありました。１５節の工事請負費につきましては、女子男子トイレをウォシュレット

化を致しております。次に４款２項１目、清掃総務費であります。予算額３１３万２千円に

対し、支出済額は２９３万３，４２４円です。１９節の負担金補助及び交付金２９２万６千

円は、これは有価物売却利益の３０％以内の予算の範囲内において各自治会に循環型社会形

成推進助成金と電動ゴミ処理器ほかごみ減量事業に補助をしたものです。次に３７ページ、

２目の塵芥処理費についてです。予算現額２億３，３６１万２千円に対し、支出済額は、２

億３，１６０万３，９２６円です。減額補正として、北薩広域事務組合負担金が６８５万２

千円で、増額補正としましては、海岸漂着物分別収集及び流木、灌木の処理業務委託の１，

９３５万円でありました。主なものを説明いたします。８節の報償費３２４万円は、市内１

０８か所のリサイクルステーションにおきまして、衛生指導員に対する分別指導立ち合い謝

金であります。本年度も含め、一月２，５００円の報酬でお願いをしておりますが、次年度

以降については、現在、検討中であることをお伝えしておきたいと存じます。１１節の需用

費９８６万８，０１２円の主なものは、指定袋８種類の購入費です。１３節の委託料８，１

１３万３，２１８円は、説明書に記載しておりますが、家庭ごみ収集運搬業務のほか８つの

業務委託料であります。その中で、冒頭で説明を致しました新規事業ですが、主要事業の成

果説明書４６ページに記載のとおり、海岸漂着物分別収集及び流木、灌木等処理業務です。

臨時議会で議決頂きました通り、全額国庫補助事業であり、７月１６日から年度末まで行い、

本年２６年度も継続している事業であります。成果としては、可燃物が２７トン、不燃物が

２．７トンでありました。量的にも、相当量を回収しておりますが、何より、脇本海岸や大

川島海岸といった観光地が清掃され、海岸利用者に好評を得ております。なお、本事業は、

２５年年度、２６年度、２か年の限定事業でありましたが、全国的にも好評であったことか

ら、国は継続事業として継続することを決定しました。市も来年度以降についても事業採択

のお願いをする意向であります。１９節の負担金補助及び交付金１億３，４５８万７千円は、

北薩広域事務組合へのじんかい処理費とリサイクル処理費の負担金であります。次に３目、

し尿処理費の予算現額・支出済額５，７９万２千円は、し尿処理負担金です。以上で歳出の

説明を終わります。 

次に歳入を説明したいと思います。歳入については、決算に関する説明書で説明をいたし

ます。９ページをお願いします。１２款１項３目、衛生使用料は、備考欄にあります墓地等

の電柱の設置料が１万３，５１５円、葬斎場使用料が１８１万３千円となっています。次に、
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１１ページをお願いします。１２款２項１目、総務手数料の中で、当課所管分として、戸籍

住民基本台帳手数料が１，１６４万３，１５０円となってます。次に３目の衛生手数料の中

で、清掃手数料として１，８７７万２４０円が市の指定ごみ袋の売却代であります。次に１

３ページをお願いします。１３款２項３目１節、衛生費国庫補助金のなかで、小型合併処理

浄化槽設置整備事業費９９９万４千円が当課所管分であり、１１２基分であります。次に１

４ページをお願いします。３項、委託金で、１目の総務費委託金１１万４千円と１６万４千

円は、自衛官募集事務費と外国人登録事務費それぞれの委託金です。次の２目の民生費委託

金の中で、４８３万３，７６３円が国民年金事務費として当課の所管分となります。次１５

ページになりますが、１４款２項３目の衛生費県補助金の中で、小型合併浄化槽設置性事業

としまして県の補助金が９７４万９千円であり、一番下の環境保全対策事業費１，９３３万

１千円が先ほど歳出で説明いたしました。海岸漂着物対策に関する補助金であります。次に

１７ページの一番上からですが、３項、委託金１目総務費委託金の中で、総務管理費委託金

６万１千円の中で、住基カード用電子署名分２万１千円が当課所管分であり、次の次、戸籍

住民基本台帳費委託金として、合計３１万３，８８６円が当課の所管分です。同じページの

３目、衛生費委託金５６万５千円は、墓地及び浄化槽に関する事務並びにウミガメ保護監視

事務の事務費交付金であり、次に２１ページをお願いします。雑入関係です。５項４目雑入

のうち、市民環境課所管分として、中段に私用電話料、その他分で、三笠支所分が４，９４

０円あります。次に下の方に資源ごみ有価物売払代として、８５４万１，８７１円です。次

に２２ページをお願いします。中ほどの再商品化合理化拠出金として、４５万８６８円が日

本容器包装リサイクル協会から使用済みペットボトルの有償入札により得られた益金分配金

です。次に２３ページ、市債関係であります。２０款１項３目保健衛生債の内、１，２８０

万円を小型合併処理浄化槽設置整備事業債、県の市町村振興資金貸付事業を活用して借り入

れたものです。充当率は９０％であります。以上で、説明は終わります。なお、主要事業の

成果につきましては、成果説明書の４６ページ、４７ページに記載してありますので、お目

通しをください。三笠支所、大川出張所につきましては、特に報告・説明をする事項はあり

ませんでした。ご質問に対しまして、私及び担当係長を含め答弁させていただきたいと思い

ます。よろしくお願いいたします。それから、先ほど火葬場の工事請負の中で女子トイレと

私説明しましたが、男子トイレの間違いですので訂正方をよろしくお願いします。以上です。

よろしくお願いします。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

課長の説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。 

  [「なし」と呼ぶ者あり。] 

質疑ありませんか。 

[「なし」と複数呼ぶ者あり。] 

なければ、認定第１号中、市民環境課、三笠支所、大川出張所所管の事項について、審査

を一時中止いたします。 

（市民環境課退室、農政課入室） 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

次に、認定第１号中、農政課所管の事項について審査に入ります。 

課長の説明を求めますが、説明は所管の決算内容、新規事業や改良を加えた点、事業の執

行による行政効果等について、簡潔明瞭にお願いいたします。 

谷口農政課長 

説明に入ります前にお断りをさせていただきます。皆様に配布されております、各課の歳

入、歳出の款項目ページが記載の農政課所管の歳出の一番下段にあります、１１款４項３目

の単独林業施設災害復旧費につきましては水産林務課所管でございますので、そちらで説明

がなされますのでどうかよろしくお願いをいたします。 
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それでは、農政課所管について、御説明いたします。初めに新規事業等に係る事業の執行

による行政効果等について、御説明いたします。 

歳入歳出決算事項別明細書の３９ページにあります、まず、農政管理係においては、一点

目に６款１項３目７節、賃金の有害鳥獣対策パトロール員の配置についてですが、緊急雇用

創出事業臨時特例基金事業を活用いたしまして、有害鳥獣被害対策としてパトロール員１名

を配置をいたしました。具体的な業務内容といたしましては、市内全域の有害鳥獣生息調査、

農作物の被害調査、箱わなの設置依頼やえさの確認など、水産林務課並びに猟友会との連絡

調整などを行っております。効果といたしましては、防護とあわせて捕獲も重要なことであ

りますので、この取り組みによりまして早期対策が可能となりまして、農作物の被害が軽減

されていくものと考えております。 

二点目に、同じく１３節委託料での農業振興地域全体見直しに係る基礎調査業務について

ですが、農業振興地域の整備に関する法律第１２条の２の規定により、おおむね５年ごとに

見直しを行うもので、ここでも緊急雇用創出事業臨時特例基金事業を活用いたしまして、委

託業務を実施したところです。この見直しにより、将来にわたって保全すべき優良な農用地

の確保と農業施策の具体的な実施の推進が図られるものと考えております。 

三点目に、１９節 負担金補助及び交付金の中での環境保全型農業直接支払制度推進事業

についてでございますが、環境保全型農業につきましては、新たな食料、農業、農村基本計

画に基づき、農業者等が地球温暖化防止を目的とした、生物多様性保全に効果の高い営農活

動などに取り組む農業者等に対し、補助金を助成するものでありますが、平成２５年度は無

農薬栽培により、そばを栽培された農業者に対して助成をしてきたところでございます。将

来的には事業の普及拡大が図られるものと期待をしております。 

四点目に、同じく１９節の中での出水地域遊休ハウス有効活用推進事業についてですが、

出水地域では、新規就農者等による施設園芸経営者が増加しておりますが、施設園芸の経営

開始には施設整備に多額の資金が必要であり、初期投資の低減が課題となっております。こ

のため、離農や経営縮小などにより発生した遊休ハウスを新規就農者に斡旋するとともに解

体、移設を支援することにより、新規就農者の農業経営の早期定着を図ることを目的とする

ものでございます。補助率につきましては、一部の部材を除きまして、北薩地域振興局が５

０％、市が１５％でありまして、降灰防止・降灰除去施設等整備事業と同補助率の事業とな

っております。本市においては、事業を活用された２名の新規就農者は、青年就農給付金も

受給しながら、主にミニトマト栽培を行っておりますが、順調な成果を納めているところで

ございます。 

五点目に、４０ページになります。４目１９節の中での地域ぐるみ防疫・衛生意識高揚対

策事業についてですが、本県は、畜産県であり、口蹄疫等の海外悪性伝染病の発生を想定し

た場合、甚大な被害が見込まれることから、防疫体制を一層強化するとともに伝染病の侵入

を許さない畜産環境の整備を推進する必要があります。このため、地域ぐるみの消毒実施な

ど集団的な防疫体制の強化を図る必要があることから、阿久根市家畜自衛防疫協議会におい

て、本事業を活用し、動力噴霧器などを購入したものであります。平成２５年度は、協議会

により生産牛舎２０件の消毒を実施したほか、動力噴霧器の貸出もできるよう周知いたして

きております。畜産農家の防疫体制に関する意識高揚がこのことによりまして図られている

というふうに考えております。 

六点目に、折多地区集会施設についてでございますが、中山間地域総合整備事業により整

備を進めてまいりましたが、平成２５年度末に完成をいたしまして、平成２６年６月９日か

ら供用を開始しております。施設は月曜日が休館日となっておりますが、開館時間につきま

しては、午前９時から午後１０時までとなっております。今後は、大集会室及び研修室の利

用の増加はもちろんですが、加工室においては、様々な調理器具など完備されておりますの

で、市内の加工グループなどの活用がより一層図られることを期待しております。 

次に、農村振興係においては４１ページになりますが、５目１９節の中での県営農地整備
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事業阿久根第２地区について説明させていただきます。これまでの県営農道保全対策事業に

かわる事業でございまして、負担率は、国５０％、県２９．７５％、市２０．２５％で、こ

れまでと同率であります。事業効果につきましては、当事業の対象路線は、当初農道として

整備された後、市道認定を行い、市道として管理されておりますが、市道管理における維持

管理費は、市の単独費がほとんどであることから、本事業を活用することで財政的負担の軽

減はもとより、走行時の農産物の荷痛み防止や安全な走行性の確保及び危険防止が図られる

ものであり、事業は平成２５年度から２７年度までの３か年間事業で、路線は園田内田線、

赤瀬川本線、牧内桑原城線について実施するものであります。 

次に、改良を加えた事業の執行による行政効果等につきましては、３９ページにお戻りく

ださい。農政管理係において３目１９節の中での農作物鳥獣害防止施設整備事業がございま

す。本事業には、防護柵と防鳥網の助成がありますが、採択要件に関しまして、防鳥網につ

きましては、面積要件等はありませんでしたが、防護柵につきましては、平成２４年度まで

は、農地面積１０アール以上が補助対象となっておりましたが、平成２５年度から５アール

以上が対象となるよう面積要件の緩和を図ってきたところでございます。これにより、当該

年度は、１０アール未満の農地又は竹林を所有する農家９名が受給対象となり、補助金額で

３４万９千円の支出となりました。１０アール以上の農地や竹林の合計で申し上げますと、

受給対象者が５３名、補助金額で２３２万１千円の実績でありました。本事業の活用による

防護柵設置や国の鳥獣被害対策実践事業による地域ぐるみの防護柵設置、または鳥獣被害防

止緊急捕獲等対策事業などの活用により、農作物や筍等への被害の減少が見込まれるところ

であります。以上が、新規事業及び改良を加えた事業の説明でございます。 

これより、決算内容の説明に入ります。まず、歳出から御説明致します。決算に関する説

明書は４２ページ、事項別明細書は３９ページをお開きください。６款農林水産業費１項 

２目農業総務費２節給料から４節共済費までは、職員１７名の人件費であります。８節報償

費１５６万４，５９０円は、小組合長謝金であります。２５年度は、９７小組合に対し、均

等割１万５千円のほか、距離割として１キロメートル当たり１３０円を支給したものであり

ます。次に、３目農業振興費でありますが、１節報酬２２８万４，４００円は、農業専門指

導員報酬が主なものであります。７節賃金１５３万１，２００円は、鳥獣被害対策実践事業

による農地等パトロール員の賃金が主なものでございます。１３節委託料６０７万９，５０

０円は、農業振興地域全体見直しに係る基礎調査業務の委託料でございます。 

１４節使用料及び賃借料 ５６万６，３９９円は、耕作放棄地解消対策事業に係る農地の

借上げ料３４万６，３９９円と渇水対策として農業用水のための設備借上げ料２２万円であ

ります。耕作放棄地解消対策事業に係る農地の借上げ料は、市が農地の所有者から当該農地

を借り受け、それを特定法人３社に貸し付けているもので、農地の所有者に対し、市が賃借

料支払い、年度末までには借り受けた法人３社から借上料を徴収しているものであります。

なお、法改正により、現在は直接法人等の借り入れができるようになったため、本制度の新

たな利用は発生しないものと考えております。 

渇水対策につきましては、昨年８月と１０月の２回実施することになり脇本中央土地改良

区や桐野土地改良組合など６か所の農業用水設備の借上げを行ったものでございます。 

次に、１９節負担金補助及び交付金につきましては、主に阿久根市の農業振興策のための

ソフト事業に要する経費でありまして、国や県の補助事業のほか、市の単独事業等の取組み

に対し補助金等を交付しているものであります。不用額２１６万５，７６７円は、当該、目

内にある全２２事業等の予算執行残額でありますが、中でも、鳥獣被害防止対策協議会にお

ける防護柵設置の入札残における執行残額１１４万３，０５０円が主なものであります。こ

れによりまして、平成２６年度には、事業実施地区における鳥獣被害が減少することを期待

しているところでございます。決算に関する説明書の４３ページ、本節の末尾に記載してあ

ります過年度交付金返納金の支払額９，１０７円につきましては、平成２４年度末に枦地区

の水田の一部３，３７２平方メートルが畑に地目変換され、交付金の減額となったことから、
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平成２５年度に受給額を返納されたものでございます。次に４目畜産業費でありますが、説

明書は４３ページ、明細書は３９ページから４０ページになります。１９節負担金補助及び

交付金の不用額２９万６，９８９円は、当該目内にある全部で１０事業等の予算執行残額で

ありますが、市内産素畜導入事業の執行残額１６万円及び地域ぐるみ防疫・衛生意識高揚対

策事業の入札残額１０万円が主なものであります。市内産素畜導入事業につきましては、市

内産の子牛のほとんどが市外の畜産農家に引き取られていることから、市内での肥育振興を

図るため、市内の農家が引き取った場合に限り１頭あたり、１万円以内で助成を行っている

ものでありまして、予算では６０頭分を計上してありましたが、実績では、３５頭の申請で

あっため２５頭分が不要となったものでございます。また、地域ぐるみ防疫・衛生意識高揚

対策事業につきましては、先ほど説明させていただきましたが、本事業の不用額は、入札残

によるものでございます。２１節貸付金９，２００万円は、肥育用の和牛、乳牛及び豚の素

畜を導入された畜産農家の経営安定のために、市が資金を融資した金融機関に対し、元金を

貸付けたものであります。本制度は、市内の畜産農家が肥育用素畜を導入する際、素畜価格

の高騰に対応し、畜産農家の経費負担を軽減することを目的に創設された資金でありますが、

畜産物価格が低迷している中であり、今後とも継続的支援が必要なものであると考えており

ます。 

次に、５目農地費であります。１１節需用費の不用額４１万５，２１４円は、折多地区活

性化施設建設に伴う消耗品等をまとめて購入する際に発生した入札執行残等の２７万９，１

００円が主なものでございます。１３節委託料の不用額４８万９，９１５円は、測量設計業

務ほかの執行残４３万３千円が主なものであり、決算に関する説明書にあります測量設計業

務ほかの支出済額１９１万１千円につきましては、中山間地域総合整備事業、阿久根南部地

区において、経営体育成促進換地等調査事業の業務委託費であります。 

次に１５節工事請負費の支出済額１，４８９万円につきましては、市単独事業折口地区集

落道路新設工事１，２９７万８千円が主なものであります。１６節原材料費の支出済額７７

万７，７４２円につきましては、農道補修用散布砂利でありますが、折多地区活性化施設南

側広場への砂利散布が主なものでございます。１７節公有財産購入費の２４５万８千円は、

中山間地域総合整備事業の換地処分による水路、道路等の清算用地代が主なものであります

が、換地の事務手続きが遅れていることから執行残２２３万円のうち２１７万８千円を２６

年度へ繰越しております。 

１８節備品購入費の不用額６４３万２，２８８円は、折多地区活性化施設の厨房用機器類

購入費として１，５００万円を補正していただきましたが、県費による備品購入や入札執行

残等が主なものであります。１９節負担金補助及び交付金の支出済額７，８７９万１，７２

７円につきましては、主に阿久根市の農業振興策のためのハード事業に要する経費でありま

す。いずれも県に事業を実施していただいております。市は、負担金を支払っているもので

ございまして、支出済額が１００万円以上の事業につきまして説明させていただきます。 

まず、県営農道保全対策事業２０２万５千円につきましては、阿久根市と出水市を結ぶ広

域農道阿久根出水線のうち延長７.２キロメートル区間内の路面の老朽化が進んでいること

から、平成２１年度から５か年計画で県営農道保全対策事業を活用し、路面改良等の整備を

実施しているものでありますが、２５年度は、大字西目地内の国道３号から大字鶴川内の出

水市との市境までの区間において法面保護等のメンテナンスについて事業実施したものであ

ります。平成２５年３月末で完了をしております。なお、本事業実施によります市の負担割

合は２０．２５％であります。次に、土地改良施設維持管理適正化事業１６０万２，７００

円につきましては、折多排水機場８７万９，９００円、鶴田地区が２５万１，４００円、飛

松地区が４７万１，４００円で事業実施に向けての本年度負担金であります。 

次に、県営中山間地域総合整備事業４，８７０万円につきましては、平成１８年度から事

業を実施しているものでありますが、平成２５年度は、折多地区における活性化施設の建設

や深田地区の農業集落排水、牟田農道、折口地区及び黒之浜地区の集落道路の整備等を実施
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したものであります。平成２６年度は、大漉地区の農業用用排水の整備、大林地区の防火水

槽等を実施予定で、平成２７年度をもって事業を完了予定でございます。 

次に、農用水資源開発調査３７６万７，５００円につきましては、槝之浦西地区の農用水

資源開発調査費の５０％を市が負担したものであります。次に、共同活動支援交付金１２１

万３，７２５円につきましては、地域共同による農地、農業用水等の基本的な保全管理活動

を実施する地域に対して国、県が支援をおこなっているものでありまして、それらの活動に

対する市負担金を支払っているものであります。平成２５年度は、折多校区の自然を守る会

ほか５活動組織が交付金を受けられたところであります。本事業実施によります負担割合は、

国が５０％、県が２５％、市が２５％となっているところでございます。本事業は、農地、

農業用水等の資源や農村環境を守り、質を高める地域共同の取り組みと環境にやさしい先進

的な営農活動を支援することが目的とされており、地域での取り組みが着実に根付いてきて

いるところでございます。県営防災ダム事業２５０万円につきましては、高松ダム流域にお

ける洪水被害を及ぼすことがないよう、ダムの改修を実施するものであります。平成２５年

度は、高松ダムのシステム改修を行なったものでありまして、事業実施に伴う地元負担金を

支払ったものであります。なお、本事業実施によります負担割合は、国が５５％、県が４

０％、市が５％となっております。次に、向上活動支援交付金１０４万２，４００円につき

ましては、農村集落において、農地周りの水路、農道等の施設の長寿命化のための補修、更

新などを行う活動組織に対し支援をおこなうものであります。平成２５年度は、折多校区の

自然を守る会ほか、２活動組織が交付金を受けられたところであります。本事業実施により

ます負担割合は、国が５０％、県が２５％、市が２５％となっているところでございます。

次に、県営農地整備事業阿久根第２地区１，２１５万円につきましては、先ほど御説明いた

しましたので、ここでは省略をさせていただきます。次に、説明書では４４ページ、明細書

では４１ページになります。６目、国土調査費につきましては、国の国土調査推進のため第

６次10か年計画に基づき、休止から１１年が経過していることから、平成２４年９月に県の

指導を受けまして、緊急地域完了として処理したものであります。これによりまして、国土

調査事業を一応の完了として国の承認を受けたものでありますが、再開が必要なときは、簡

易な手続きで再開できるというものであります。平成２５年度は、国土調査の誤りによる修

正業務が主なものでありますが、平成２６年度からは機構改革により都市建設課で業務を行

っているところでございます。次に、説明書では４５ページになります。７目、ダム管理費

は、高松ダムの洪水調節や高松川流域に設置していますダム関連施設等の維持管理及び保守

点検等の管理業務費であります。このうち、１１節需用費の支出済額１０１万１，１４６円

につきましては、高松ダム管理事務所の他、各警報局、水位局、雨量局等の電気料が主なも

のであります。１３節委託料の支出済額１３８万６，２１０円につきましては、高松ダムの

無線設備保守点検業務委託１３１万２，５００円が主なものであります。次に、事項別明細

書は４２ページにかけてとなりますが、９目農林業振興センター費でありますが、１１節需

用費の不用額の２３万３，３５０円は、燃料費の１０万９，２６２円と修繕料の予算残額１

２万３，１０３円が主なものであります。１５節工事請負費の支出済額２７４万６千円のう

ち１４７万円については、種菌研究棟のボイラーが経年劣化により能力不足を招いたことか

ら臨時交付金を活用して取替えを行い、また、１２７万６千円については、農業栽培施設内

の陸上ポンプが同じく経年劣化により機能不能となり、農業栽培施設全体へ水の供給ができ

なくなったことから、予備費を充用し、取替えを行ったものであります。１８節備品購入費

の支出済額１８２万８，８６９円については、経年劣化で使用不能となった農業栽培施設の

種苗及び薬品保管用の冷蔵庫３２，２５０円、農林業振興センター施設内電話機２２万５，

７５０円のほか、農業栽培施設の管理機一式及び背負式動力噴霧機、種菌研究棟の高圧滅菌

器、チェーンソーを合わせて１５７万５６９円で取りかえたものでございます。次に、１０

目農村環境改善センター管理費のうち１１節需用費の不用額２５万１，６８０円については、

電気料の予算残額の１１万５，３９２円が主なものでございます。１３節委託料の不用額の
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２１万７千円の主なものは、農村環境改善センター夜間時の利用団体のうち、２団体の利用

回数が減少したことにより、夜間施設管理業務委託料の一部が不要となったものであります。

１７節公有財産購入費の１９万６，３５０円につきましては、農産加工室の換気能力不足が

生じていたため、蒸気を外部に排出するために換気扇を追加購入したものであります。１８

節備品購入費の支出済額２０万９，３７０円につきましては、農産加工室の高速度ミキサー

を新たに１８万６，３７５円で、また、同じく加工室で使用していた２槽式洗濯機を２万２，

９９５円で購入したものであります。次に、説明書は４５ページの最下段、明細書は４３ペ

ージになります。１１目農業構造改善センター管理費のうち、１１節需用費の支出済額２５

８万７，６１２円は、当センター運動広場の照明灯２０個、それから水銀球安定器３個及び

電撃殺虫器４台が老朽化により故障し、交換したことに伴う修繕料が主なものでございます。

１３節委託料の、支出済額１８３万２，２００円は、当該施設の昼夜の施設管理業務に要す

る管理委託料の１７３万３，５００円が主なものでございます。説明書は４６ページにあり

ます１８節備品購入費の支出済額６万９，３００円は、西目地区構造改善センターの運動広

場を整地することを目的とし、コートブラシ５本を購入したものであります。次に説明書は

６６ページ、明細書は６５ページをお開きください。１１款災害復旧費４項１目単独農業施

設災害復旧費でありますが、１４節使用料及び賃借料の支出済額５８万６，２１５円につき

ましては、重機借上げによる農道補修及び水路の土砂除去等を、実施したものであります。

なお、平成２５年度災害につきましては、農地、農業施設災害は発生しておらず災害復旧工

事の施行は行っておりません。次に、明細書は６７ページになります。１４款予備費１項１

目予備費でありますが、農政課所管では、農林業振興センター費の１５節、工事請負費へ１

２７万６千円を充用したものであります。これは、先ほど説明したとおりでございますので

割愛させていただきます。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

午前中の審査を中止し、休憩いたします。午後は１時から再開いたします。 

 

（休憩 １２：０５～１３：００） 

 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 

谷口農政課長 

  それでは午後の部に入りたいと思いますが、説明に入る前にですね、訂正をお願いします。

午前中の説明の中で６款１項４目畜産業費の説明の中で、市内産素蓄
そ ち く

導入、素蓄
そ ち く

と申し上げ

ましたが、正しくは素蓄
もとちく

ということでした。また、１１款４項１目１４節のところを１１節

と申し上げましたので訂正をさせていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

それでは、歳入について、御説明をいたします。決算に関する説明書の９ページをお開き

ください。事項別明細書では、４ペ－ジになります。１１款分担金及び負担金１項１目農林

水産業費分担金１節農業費分担金の収入済額３４万９，９００円は、中山間地域総合整備事

業及び土地改良施設維持管理適正化事業の事業実施に伴う受益者負担金であります。 

中山間地域総合整備事業は、大漉地区農業用用水施設整備事業の実施に伴う９万８，５０

０円であり、負担割合は５％でございます。土地改良施設維持管理適正化事業費の２５万１，

４００円につきましては、平成２７年度事業で実施予定の鶴田頭首工のゲート関係塗装に係

る受益者負担金であり、事業費の３０％相当額を５か年計画で負担しようとするものであり

ます。次に、説明書の１０ページ、明細書では５ペ－ジになります。１２款使用料及び手数

料１項４目農林水産業使用料１節農業使用料の収入済額９３万２，４００円は、農村環境改

善センター及び構造改善センターの会議室及び冷暖房使用料でございます。次に、説明書の

１３ページ、明細書では７ペ－ジになります。１３款国庫支出金２項 １目総務費国庫補助

金１節総務管理費補助金の収入済額７億８５８万円のうち４５０万円は、過疎地域等自立活
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性化推進交付金で農業振興と交流促進で、折多校区の未来を育むプロジェクトとして、活性

化施設農産加工室内の機材の設置や農産物加工品の商品開発、また、折口東・牟田地区のか

ま踊りの復活等に対する補助金を受けたものでございます。次に説明書の１６ペ－ジ、明細

書では１０ペ－ジになります。１４款２項５目農林水産業費県補助金１節農業費補助金の収

入済額３，１６９万５５１円のうち、農政課所管に係るものは、説明書の１６ページにあり

ます、中山間地域等直接支払制度事業費７３７万３，５３３円と青年就農給付金事業費の５

２５万円及び鳥獣被害対策実践事業費１，１６２万９千円が主なものでありまして、合計１

２件の事業費補助であります。次に説明書の１７ページ、明細書は１２ページになります。

３項５目農林水産業費委託金１節農業費委託金の収入済額２７万１，６００円は、海岸保全

区域に指定された折口海岸及び飛松海岸の管理に対する県からの委託金１３万円と、県営中

山間地域総合整備事業阿久根北部地区の事業実施に伴う用地取得に対する業務費３万３，６

００円と市町村権限移譲交付金１０万８千円を県から受けたものでございます。次に、説明

書の１８ページ、明細書は１３ページになります。１５款財産収入１項 ２目利子及び配当

金１節利子及び配当金の収入済額１，４５７万７，０１２円のうち農政課所管は、説明書の

１８ページの下から２行目にあります基金利子で、肉用牛特別導入事業基金の積立利息２，

９０７円であります。次に、説明書の１９ページになります。２項３目生産物売払収入１節

生産物売払収入の収入済額１，８１１万１，６０５円の内、農政課所管に係るものは、２０

５万５，４５５円であります。これにつきましては、農林業振興センターの花き類の苗、切

り花及び園芸作物等の生産販売収入であります。次に、明細書は１４ページになります。１

７款繰入金１項４目市有施設整備基金繰入金１節市有施設整備基金繰入金の収入済額１億２，

６８６万８，３７９円のうち農政課所管は、農業構造改善センターの照明などの修繕料１３

５万９千円を繰り入れたものであります。次に説明書の２０ページをお開きください。明細

書では１５ペ－ジになります。１９款諸収入３項２目農林水産業費貸付金元利収入１節農業

費貸付金元利収入の収入済額９，２０１万８，４００円は、素畜導入資金としてＪＡ鹿児島

いずみへ貸付けた元金の受入額９，２００万円と元金に対する０．０２％の貸付金利子１８，

４００円の受入額であります。次に説明書の２０ぺージから２２ページにあります。５項４

目２０節雑入のうち農政課所管分は、主に５項目ありますが、まず２２ページの上から２行

目の耕作放棄地解消対策事業農地賃貸料３４万６，３９９円と、同ページの７行目にありま

す特定野菜等供給産地育成価格差補給事業に係る返戻金５５万４，７０３円と、１８行目に

あります分担金等過年度分３６万６，２１０円と、同節内の下から７行目にあります、過年

度分災害復旧事業補助金５５万１，０７６円、さらに、下から５行目にあります中山間地域

等直接支払交付金返納金１万２，１４０円が主なものであります。特定野菜等供給産地育成

価格差補給事業に係る返戻金につきましては、野菜の価格が著しく低下した場合に、価格差

補給金を交付するために、県青果物生産出荷安定基金協会に資金造成を行っているものであ

りますが、平成２５年度分は、負担金見込額を支払額が下回りましたことにより、積立残額

との差額分相当額の返戻を受けたものであります。分担金等過年度分につきましては、県営

中山間地域総合整備事業で実施されました、大漉地区農業用水取水ポンプ設置工事が平成２

４年度から平成２５年度に繰越しとなり、その事業に係る受益者負担金でございます。中山

間地域等直接支払交付金返納金につきましては、歳出のところでも説明させていただきまし

たが、平成２４年度末に枦地区が水田の一部３，３７２平方メートルを畑に地目変更され、

交付金の減額となったことから、その差額分を返還金として受け入れたものであります。次

に説明書は、２３ページ、明細書では１６ペ－ジになります。２０款市債１項５目農林水産

業債１節農業債の収入済額２，６６０万円は、県営中山間地域総合整備事業債ほか３事業実

施に伴う財源充当債であります。内訳といたしまして、県営中山間地域総合整備事業債が９，

７００万円で充当率７５％、県営農道保全対策事業債が２００万円で充当率１００％、県営

防災ダム事業債が２２０万円で充当率９０％、商談会出展事業債が６０万円で充当率９０％、

県営農地整備事業債が１，２１０万円で充当率１００％となっているところでございます。
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その他、各種事業の成果等につきましては、別冊主要事業の成果説明書４８ページから６２

ページをご参照ください。以上で、農政課所管についての説明を終わりますが、答弁につい

ては、私とほかの担当係長でお答えいたしますのでどうかよろしくお願いします。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

課長の説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。 

中面幸人委員 

事項別明細書のページ数３９ページのですね、６款１項３目負担金及び交付金というとこ

ろでございますが、この中で鳥獣被害防止対策協議会に１億２，４８８万９５０円の決算が

なされておりますけれども、当初３地区をモデルとして成果表のほうには成果説明書のほう

にもですね、尾崎地区、槝之浦西地区は載っておりますけれども、当初、確か３地区、田代

地区が含まれとったと思うんですけれども、田代地区についてはほかの自治体の、いわばし

なかった分が前倒しでやったということですかね。 

山平農政課長補佐 

  ただいまの質問に対してですが、田代地区については当初平成２５年度に着手をする予定

でしたが、県の他市町の事業費があまったことから、前倒しで２４年度に実施したものであ

ります。２５年度につきましては尾崎地区と槝之浦西地区が対象となっております。以上で

す。 

中面幸人委員 

  そうしたときに、当初予定しとった予算の中で田代地区が前倒しになって、尾崎と槝之浦

西地区については当初予算とおりですか。 

山平農政課長補佐 

当初、前年度に県のほう等にも予算を出します。市の予算につきましても前年度の１１月

くらいには各課から予算を出しますので、それ以降等見積もりをとって、若干その当初予定

とおりいかない部分も出てきております。実際、精査をしていく中で、各地区の延長関係が

実際入っていくとずれてきますので、当初の予定とおりはいかないことが多いです。 

中面幸人委員 

  水産林務の捕獲のほうと一緒にですね、相当農家にとってはいい状況かなと思っておりま

すけれどね、今、阿久根でもこのジビエが始まったばっかりでですね、相当これを利用すれ

ば効果が出る地区も相当あるわけなんですけれどもですね、これの事業費等についてはやは

り国からの枠とかもあるんですか。 

山平農政課長補佐 

申し訳ございません、ただいまの件につきましては農政課が所管する鳥獣被害対策実践事

業にかかわる補助金のことでしょうか。それとも、また別の。 

中面幸人委員 

  これは侵入防止策の事業のことです。 

山平農政課長補佐 

鳥獣被害防止対策協議会で受け入れを行っている分は整備事業、尾崎地区と槝之浦西地区

の整備事業でこの防護柵を設置しております。それにつきましては、全額元々は国の補助で

県から補助金として支出をされます。それと箱わなの関係につきましては全額国庫補助の分

と市単独事業でやっている分も一部２５年度にはあります。 

中面幸人委員 

  今後ですね、この事業をそれぞれの地区にですね、普及していかなければならないわけで

ございますけどもですね、今、電柵なんかとすれば電柵は相当草が生えてきたりすればです

ね、いわば漏電とかショートをしたりして、管理が大変なもんで、この侵入防止策について

は、いわばそういう管理がですね、案外電柵とすれば楽かなというふうに思っておるんです

けれども、今後ですね、今後阿久根市においてですね、どのような形でいわば展開していく
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のか、どういう形で普及していくのかその辺あたりをちょっとお聞かせいただきたいと思い

ます。 

谷口農政課長 

この事業を取り扱うにあたってはですね、いろいろと地元の皆さん方と協議が必要かと思

います。当然、材料は来ますけれど、設置については地元でしなければならないと、で、そ

れからそのエリアをどの範囲に決めていくかという部分が大変問題かと思います。そういっ

た部分で十分地元の皆さん方に説明申し上げまして、理解をいただいたところは事業実施を

していくという運びになろうかと思います。ただ、今問題となっているところもですね、実

を言いますと近隣でそれを設置をしたところで、その周りのところで例えばシカ、イノシシ

がこれまで遊んでいたところが遊ぶところがなくなって、近隣のところに非常に多く発生す

るようになったというような声も実を言うとあるところもございまして、全体的にその展開

ができれば、今、委員がおっしゃるような効果というのは十分発生するのかなというふうに

思う所です。以上です。 

中面幸人委員 

  産業厚生委員会としてですね、所管調査で佐賀の武雄市と唐津を見に行ってですね、相当

あそこは他の自治体に先駆けて相当な普及率になっているんですが、それを踏まえて自分た

ちも委員会もですね、さっそく予算組みしていただいたんですけれども、若干私は今農政課

のですね考え方をお聞きしたときにですよ、なんかちょっと消極的かな、確かに地元がです

ね、地元が協議会を組んで、しないことには始まらない事業ですよね、確かにいわば行政が

ああしませんか、こうしませんかっていうんじゃなくて、やっぱりそれぞれの地区をですね、

自分たちで率先してやっていかないと進まない事業だと思うんですけれども、そんためには

ですね、もう少しですね、各地区に対してですよ、こう情報等をですね、やっぱり提供する

というのが私は大事だと思うんですよ。当然、今から中山間事業などで、当然阿久根北地区

なんかも基盤整備とも進んでいるわけですよね、だから今度これに人口が減って、いわば担

い手がいなくなってしたときにですね、やはりこういう侵入防止柵等でやっぱりちゃんとし

て囲ってやらないと本当に荒れてしまうという状況になりえないと思うんですよ。だから、

特にそういう今後南地区も始まるわけですけれども、こういうやはりですね、イノシシ、シ

カ対策がですね一番大事だと思うんですよ。だからもう少し、積極的にですね、執行部はで

すね普及にいわば地元にですね説明をですねすべきだと思うんですがその辺りはどうなんで

すか、今課長の説明を聞けば確かにそういうふうに地元がやらんことには始まらんというこ

とですけど、その辺あたりをもう少しやるべきじゃないかなと私は思ってるんですけども、

考えはどうですか。 

谷口農政課長 

  確かにおっしゃるとおりだと思います。ただ、国庫補助事業といったこともございまして、

ちゃんと事業に対する責任もとっていただかなければならないところもございます。それか

ら管理もですね、しばらくはといいますか、その施設の管理も当然していただかないとなら

ないというところもございますので、そういった先ほど言いましたようにエリアの問題、そ

れから労力的な問題、将来にわたっての管理といったものまで、全てがクリアできたところ

という形になろうかと思いますけれども、確かにこの事業を取り入れることで市の費用とい

うのは発生しませんので、大変いい事業だというふうな理解はしておりますので、できるだ

け広げていきたいなという思いはございます。 

  [中面幸人委員「ぜひよろしくお願いいたします」と発言あり。] 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

ほかに質疑はありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者複数あり。] 

なければ、認定第１号中、農政課所管の事項について審査を一時中止いたします。 

（農政課退室、農業委員会事務局入室） 
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次に、認定第１号中、農業委員会所管の事項について審査に入ります。 

事務局長の説明を求めます。 

谷口農業委員会事務局長 

それでは、農業委員会所管分について、御説明いたします。農業委員会所管の平成２５年

度業務につきましては、特に新規事業等はございませんでしたのでその旨お伝えいたします。 

それでは、まず歳出から御説明いたします。決算に関する説明書は、４１ページから４２

ページ、事項別明細書では３８ページになります。６款農林水産業費１項農業費１目農業委

員会費でありますが、事務局職員４名の人件費と農業委員１２名の報酬及び、鹿児島県農業

会議への負担金が主なものでございまして、執行率は９９．３１％であります。１節報酬の

支出済額６５８万６，９００円は、農業委員１２名分の報酬であります。不用額４万５，１

００円のうち、４万４，３００円は農業委員１名が入院に伴いまして、１か月間の活動がな

かったことによるものであります。１９節負担金補助及び交付金の支出済額１７万１千円は、

県農業会議拠出金１５万３千円が主なものであります。２７節公課費の支出済額６，６００

円は、農業委員会所管の年金普及車の車検に伴う自動車重量税であります。次に説明書の４

５ページをお開きください。明細書では４１ページになります。８目農業者年金事務費であ

りますが、農業者の老後の安定を図るため、加入促進活動や農業者年金裁定請求事務等を行

なっているものであります。８節報償費の支出済額５万７千円は、農業者年金加入促進のた

めに推進委員が個別訪問等を実施した際の活動謝金であります。１４節使用料及び賃借料の

支出済額７千円は、農業者年金加入促進会議開催時の会場使用料であります。次に説明書の

４６ページをお開きください。明細書では４３ページになります。１２目農地利用対策事業

費でありますが、これは、農地利用集積及び農地制度実施円滑化事業に係る経費であります。

８節報償費の１０６万４，２００円が主なものでございまして、農業委員が耕作放棄地解消

や農地流動化のため活動された行動費に対する謝金であります。 

次に、歳入について御説明いたします。説明書の１１ページから１２ページ、明細書では

６ページをお開きください。１２款使用料及び手数料２項４目１節農業手数料の収入済額１

２万３，６００円は、各種証明手数料や嘱託登記手数料であります。次に説明書では１６ぺ

ージになります。明細書では１０ページをお開きください。１４款県支出金２項５目１節農

業費補助金でありますが、農業委員会所管分は、農業委員会費の１６５万７千円と、食料安

定供給特別会計交付金２万５千円のほか、農地制度実施円滑化事業費１１８万１千円の３事

業費であります。このうち農地制度実施円滑化事業費１１８万１千円につきましては、歳出

のところで御説明いたしました、６款１項１２目の農地利用対策事業費に財源充当している

ものであります。次に説明書の２０ページ、明細書では、１６ページをお開きください。１

９款諸収入４項４目１節農業費受託事業収入の収入済額５１万１，１００円は、農業者年金

の年金受給者数、被保険者数、新規加入者数などを基礎として算出しました金額を、独立行

政法人農業者年金基金から事務費として交付されております、農業者年金業務受託手数料で

あります。１９款諸収入５項４目２０節雑入のうち農業委員会所管分は、説明書の２１ペー

ジの一番下にございます、全国農業新聞普及推進助成金の４万７千円であります。その他、

各種事業の成果等につきましては、別冊主要事業の成果説明書の６３ページをご参照くださ

い。以上、農業委員会が所管します事務事業について説明を終わりますが、答弁については、

私と次長のほうでお答えしたいと思いますのでよろしくお願いします。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

事務局長の説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。 

中面幸人委員 

わかりやすいのがですね、成果説明書の中での６３ページのですね、６款１項１２目です

ね農地利用対策事業についてございますが、この成果説明書の中でですね、掘り起し、いわ

ば集積として２万１，４６８平米というのがございますけれども、これについてはですね、
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どういう形なのか、なんか耕作放棄地が新たにやり直しをして集積されたのか、またそれを

担い手かなんかで、有効利用されているというとらえ方でいいのですか。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

  今の中面委員の質疑の中で６３ページ掘り起し 

  [中面幸人委員「すみません２０万１，４６８平米ですね。」と発言あり] 

谷口農業委員会事務局長 

耕作放棄地もありますし、遊休地の部分、そういった部分も新たに担い手の方に農地をあ

っせんしていくという、そういう仕事でございます。 

中面幸人委員 

そうした場合に２０万１，４６８平米というのは、新たにそういうふうに耕作放棄地とか、

今までの遊休地なんかを整備されて、担い手が実際作付けをされているという形でよろしい

んですか。 

谷口農業委員会事務局長 

はい、そういうことになります。 

中面幸人委員 

今後ですね、この事業で国自体も集積についてですね、今事業の取り組みをやっておりま

すけれども、今後阿久根市の場合ですね、どういうような形で展開していくのか。 

谷口農業委員会事務局長 

今、国のほうで農政とも関連をしてまいります。人農地プラン、地域における将来のビジ

ョンをつくる事業です。それから農地中間管理事業というのもスタートしております。これ

につきましては当然今おっしゃったように農地を集積して、将来の担い手に耕作をしていた

だくといったことで、実は農業再生協議会のほうで、その県のほうから委託を受けるという

ことで、臨時総会のほうで決定をいたしましたので、本日からその農地中間管理事業、将来

のその農地の集約とか、担い手に向けてのあっせんといったものも含めましてですね、農業

委員会、農政課連携を図りながら事業を推進してまいりたいというふうに考えているところ

です。以上でございます。 

［中面幸人委員「了解」と呼ぶ］ 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

ほかに質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ、認定第１号中、農業委員会所管の事項について、審査を一時中止いたします。 

（農業委員会退室、水産林務課入室） 

次に、認定第１号中、水産林務課所管の事項について審査に入ります。 

課長の説明を求めますが、説明は所管の決算内容、新規事業や改良を加えた点、事業の執

行による行政効果等について、簡潔明瞭にお願いします。 

馬見塚水産林務課長 

お疲れ様です。それでは、平成２５年度阿久根市歳入歳出決算のうち、水産林務課所管分

について、主なものを御説明いたします。 

まず、林業費について歳出から御説明いたします。決算に関する説明書は４６ページ、事

項別明細書は４３ページをお開きください。６款２項１目林業総務費は、当初予算額２，１

７６万９千円に対して、人件費の２万３千円減額と、負担金５万円を増額し、予算現額は２，

１７９万６千円で、支出済額は２，１６２万７，４２５円であり、執行率は９９．２３％で

あります。それでは、主な内容について御説明いたします。２節給料から４節共済費につき

ましては、林務係職員３名の賃金と社会保険料等であります。次に、１９節負担金補助及び

交付金の補正額５万円は、予防治山事業等の実施に伴い、事業費が確定したことにより、当

初計画よりも事業費が増額となったため負担金を増額補正したものであります。次に、２目

林業振興費について御説明いたします。当初予算額８，５６４万９千円に、１，０３６万９
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千円を増額補正し、予算現額は９，６０１万８千円で、支出済額は９，０７５万４，４２０

円であり、執行率は９４．５２％であります。増額補正の主なものは、イノシカ肉流通対策

事業の１，１３５万６千円と、県営県単治山事業の事業費の１０％の負担金２００万円であ

ります。以下、主なものを御説明いたします。事項別明細書は４４ページ、成果説明書は６

４ページをお開きください。８節報償費のうち、主なものは、有害鳥獣捕獲謝金３２３万１，

６００円でイノシシ２６１頭、シカ１６７頭、タヌキ・アナグマ１３８頭、ノウサギ２羽、

カラス１５９羽、ドバト８羽の捕獲謝金であります。なお、捕獲頭数につきましては、法人

捕獲と猟期中あわせてイノシシ３６０頭、シカ４１８頭の計７７８頭でありました。１３節

委託料の主なものは有害鳥獣被害捕獲対策推進業務の７２０万円が主なものであります。本

事業は農林産物の被害相談に即応するため、捕獲協会により解体処理施設いかくら阿久根が

建設されたことに伴い、平成２５年度から新規事業として有害鳥獣による農林産物の被害軽

減、予防策等の早期解決を図るため、阿久根市有害鳥獣捕獲協会と脇本有害鳥獣捕獲協会に

委託を行ったものでありますが、各地区に協力員を配置し、わなの見まわりや、捕獲体制、

被害報告への即対応が確立され、協会員の捕獲意欲も高まり、被害の軽減が図られたと思っ

ているところであります。次に主要事業の成果説明書６６ページをお開きください。１５節

工事請負費の２，８３０万５千円は、臨時交付金事業、鶴川内地区集会施設空調設備工事、

ほか５件の林道維持修繕工事と舗装工事を実施したものであります。工事請負費の不用額８

１万７千円は入札残によるものであります。１９節負担金補助及び交付金は紫尾幹線林道維

持管理協議会ほか６件の負担金と猪被害防止事業ほか８件の補助金であります。負担金の主

なものは、紫尾幹線林道維持管理協議会の２２９万３千円、それから、県営県単治山事業２

００万円と産業祭の２００万円が主なものであります。次に主要事業の成果説明書６４ペー

ジをお開きください。補助金の主なものは、作業道急坂局部舗装事業の６４２万円とイノシ

カ肉流通対策事業の１，６６４万８千円が主なものであります。作業道急坂局部舗装は、１

５路線の１，１８２．０メートルの事業実施に対して補助を行いました。林産物の運搬の利

便性や、竹林改良が推進をされました。また、竹林改良促進支援事業、いわゆる竹チップ補

助でありますが、平成２４年度からの新規事業であり、２５年度も継続事業として予算額３

００万円を予算計上しましたが、１，３６９．２トンの１３６万９，２００円の実績となり

ました。約１６３万８千円の不用額が発生しました。なお、竹材受入れ事業者からの情報で

は全体で約３，４３０トン程度の搬出実績があったと報告を受けているところであります。

イノシカ肉流通対策事業につきましては、昨年６月に有害鳥獣の処理加工施設いかくら阿久

根が完成したことに伴う新規事業で、解体処理や猟期中の捕獲謝金でありますが、成果説明

書にあります実施状況のとおりであり、本施設が建設されたことや、本事業を実施したこと

により、捕獲意欲が向上し、捕獲実績も前年度を大きく上回り、被害軽減につながったもの

と考えております。本年度も引き続き継続実施し、農林産物の被害軽減を図っているところ

でございます。次に、３目市有林造成費について御説明いたします。決算に関する説明書は

４７ページ、事項別明細書は４４ページをお開きください。当初予算額９４６万８千円に対

して、７９万３千円減額補正し、予算現額は８６７万５千円であります。支出済額は、８２

１万５，３１６円であり、執行率は、９４．７％であります。７９万３千円の減額は、松く

い虫被害秋期駆除事業として、阿久根大島の松の被害時に伐倒・焼却作業を行うものであり

ますが、５月に県の委託事業として松くい虫特別防除事業を行い、以後、被害がなかったこ

とから関係事業費の全額を減額したものであります。以下、主なものを御説明いたします。

７節賃金の主なものは市有林の維持管理作業員及び作業道刈払賃金であります。１２節役務

費の主なものは、森林国営保険加入料３７８万４，２０５円が主なものであります。１３節

委託料の主なものは、里山林機能回復事業でありますが、この事業は、幹線道路沿線や集落

周辺等の公益上重要な森林の公的整備で、山地崩壊や土砂流出の恐れがある森林等における

雑木竹林の伐採整理を行ったものであり、尾崎地区の雑木林０．５ヘクタールの伐採整理と

集材管理路２００メートルを委託実施したものであります。ちなみにこの事業は県単事業で
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ありまして、補助率は１００％であります。次に、災害復旧関係に移ります。決算に関する

説明書は６６ページ、事項別明細書は６５ページから６６ページをお開きください。１１款

４項３目単独林業施設災害復旧費について御説明いたします。当初予算額４００万円に対し

て支出済額は３４４万６，７３０円であり、執行率は９５．７４％であります。１４節使用

料及び賃借料は、梅雨時期等の林道内への崩土・倒木などの被害に際し、グレーダー等の重

機借上げにより、崩土等の除去を行い通行の安全確保等を行ったものであります。 

林業費はおわりまして、次に水産業費について御説明いたします。決算に関する説明書は

４７ページ、事項別明細書は４５ページをお開きください。６款３項１目水産業総務費は、

当初予算額４，１４０万１千円に対して、人件費を１５万７千円減額補正し、予算現額は４，

１２４万４千円で、支出済額は４，０６３万２，７７５円であり、執行率は９８．５２％で

あります。それでは、主な内容について御説明いたします。２節給料から４節共済費につい

ては、課長と栽培漁業センター職員２名、水産係３名の計６名の賃金と社会保険料等であり

ます。１９節負担金補助及び交付金の支出済額８４万6，９００円は、決算に関する説明書

にあります７つの協議会と海上保安協会及び全国豊かな海づくり推進協会への負担金であり

ます。２目水産業振興費は、当初予算額５，２７４万１千円に対して、１３節委託料の体験

型農林漁業推進事業委託費として、１，１６０万８千円を増額補正、また、１８節備品購入

費、厨房用機器でありますが、これの補正額、６０９万円を増額補正したものであります。

また商談会出展事業補助２１万円を減額し、補正額１，７４８万８千円、予算現額７，０２

２万９千円、支出済額６，６９０万４，０１３円であり、執行率は９５．２７％であります。

不用額の主なものは水産業活性化事業、これは氷代補助でございますが、これの補助金１５

０万７，８５０円が主なものであります。以下、主なものを御説明いたします。決算に関す

る説明書は４８ページ、事項別明細書は４５ページ、主要事業の成果説明書は７０ページを

お開きください、１３節委託料の決算額１，４２２万３，７５０円のうち１，１６０万８千

円は、体験型農林漁業推進事業、これは起業支援型地域雇用創造事業でございますが、これ

を活用しまして山と海の交流体験ツアー、おもてなし研修会、体験型観光誘致、体験メニュ

ー発掘等の事業を実施委託したものでありますが、グリーンツーリズムを推進し、交流人口

の増加、集落の活性化、後継者育成、定住化促等漁業集落のにぎわいを取り戻し、活性化を

図るため実施したものでありますが、おもてなし意義の気運を図るため、研修会、漁家集落

の先進地の視察等を実施し、海岸沿いの景勝地の散策、漁業集落での体験メニューの発掘、

案内板設置等を行い、都市部への誘致活動を実施しました。また、漁家、農家民泊等の受入

れ体制を充実するため、県外市町との海と山の体験交流をモデル的に実施いたしました。な

お、本委託事業においては特定非営利活動法人ビゴップと１，１６０万８千円で委託契約を

行い、事業実施をいたしましたが、事業実績として７６９万１，４９３円の減額変更で、当

初契約よりも３９１万６，５０７円の減額となりましたが、委託金の支払いは５月と８月１

２月の３回の支払計画で、委託期間は平成２５年４月２５日から平成２６年３月３１日であ

り、実績を精査した結果、新規雇用者の人数と雇用期間に変更が生じたことと、既雇用者の

賃金とその他経費に計上されていた経費に不用額が生じたため、事業費を減額して変更契約

を行ったものでありますが、過払いとなったことから、減額分を出納閉鎖まで返納をお願い

しているところではありましたが、未だ返納がない状況であります。そこで、平成２６年度

は過年度分委託料等返納金として、調定し、８月１９日には受託者の代表を市役所に呼んで、

過払い金の返納についてお願いしたところであります。このようなことから、今後も市と事

業受託者の双方で債務の確認を行い返納されるまで返納通知や請求を行いながら要求を行っ

ていきたいと思っておりましたが、平成２６年９月２４日付けで法律事務所から、ビゴップ

の代表者から破産手続き開始申立の委任を受けた旨の通知があり、負債状況の確認依頼があ

ったところであります。今後は法律事務所や弁護士からの情報を確認しながら、対応してい

きたいと考えているところであります。次に１８節備品購入費は地域振興推進事業を活用し

て、地域の水産関係者による新たな加工品作りを支援することや水産物の消費拡大を図る取
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り組みを強化し、水産の振興を図るため、機器につきましては、急速冷凍機、真空器を導入

したものでありますが、この機器は本年１月に設置したものでありますが、水産加工業者、

仲買者、漁業者等に説明を行い、現在さまざまなものをつくっておりますが、魚介類を真空

パックして、新鮮なうちに急速冷凍を行っており、修学旅行生の受入れを行った際に、魚さ

ばき体験をして頂いたものに粉付けをしてフライ用としてパック、冷凍して各受け入れ家庭

へ持ち帰っていただきました。また、新鮮朝市の来場者に魚を買っていただいた時に自分で

さばけない人にはその場でさばいてもらい、身だけを真空パック、冷凍して持ち帰っていた

だいております。他には、株式会社北さつま、仲買業者、加工業者、漁業関係者が利用を行

い、新製品作りのために利用しており、今後、さらに流通や魚食普及につながっていくもの

と思っているところであります。１９節負担金補助及び交付金の支出済額４，４４８万1，

２３３円は、決算に関する説明書に記載のとおり、藻場・干潟等保全活動支援事業ほか１件

の負担金と、稚魚放流事業ほか9件の補助金であります。氷代補助の実績は対前年度比で、

水揚数量１５８％、金額にしまして１１０％、氷代は計画に対し９５％の執行率でありまし

た。対象者数は延べ２，２１４人、補助金額は２，７４９万２，１５０円であります。主な

魚種別の対前年度比は、マイワシ３６.３２倍、ウルメイワシ１００％、カタクチイワシ２

１９％、キビナゴ８４％、サバ９６％、マアジ１０９％の水揚量となっています。商談会出

展事業につきましては、８月東京で開催されたインターフード・ジャパン２０１３、今年２

月にシーフードショー大阪に出展しております。東京は参加業者７社、商品のみ出展２社、

大阪へは参加業者５社、商品のみ出展５社であり、商談会開催中に商談が成立することはあ

りませんが、商談会後のサンプル送付や見積書の作成など、その後の詳細な商談により取引

を開始しているようでございます。また、商談した会社や取引を始めた会社の紹介による新

たな商談のほか、経営者やバイヤーが、生産現場の視察や、他の商材を求めるために、阿久

根に来ていただく機会がふえるなど、商談会に出店する効果は非常に大きいものと考えてお

ります。次に、磯焼対策事業につきましては、水産多面的機能発揮対策事業による対策が行

き届かない極めて浅い海域での食害対策として２０回、延べ２１０人による駆除作業を実施

し、その成果が出てきているところであります。２４節投資及び出資金の４０万円は、鹿児

島県漁業信用基金協会に対する出資金であります。２５節積立金の支出済額５万４，６４５

円は水産振興基金利子であり、平成２５年度末基金残額は、５，４９２万３，８６７円であ

ります。次に、５目栽培漁業センター費について御説明いたします。決算に関する説明書は

４９ページ、事項別明細書は４６ページになります。 

当初予算額１，９５４万７千円に対して、支出済額は１，８３４万４，３５４円であり執

行率は、９３．８５％であります。財産売払収入については、ヒラメ等の生産物売払収入１，

６０５万６，１５０円の内、１件５０万円以上の総額が１，４３５万９，７５０円であり、

その５％相当額７１万７，９８７円を財政調整基金へ繰入れ、残額の１，５３３万８，１６

３円を栽培漁業センター費へ財源充当したものであります。不用額の主なものは、７節賃金

３８万３，１０８円、これは平成２５年度中に臨時職員１名が病気療養のために休業したこ

とに伴い、賃金と時間外手当相当額が残ったものであります。なお、平成２５年度から嘱託

職員１名、漁協からの派遣職員１名に生産技術の習得等を指導しているところであり、平成

２６年度も継続しているところであります。以下、主なものを御説明いたします。１節報酬

費は、技術嘱託職員１名の報酬費であり、７節賃金は、作業員１名分の賃金であります。４

節共済費は、技術嘱託員１名と作業員１名の社会保険料等であります。１１節需用費は、栽

培漁業センターの電気・水道･ボイラー用燃料及び種苗の餌代並びに施設の修繕等に支出し

たものであります。１３節委託料は、決算に関する説明書に記載のとおり警備業務ほか３件

の委託料であります。１４節使用料及び賃借料の支出済額２万８，７８２円は、ＮＨＫ放送

受信料と藻場調査傭船料であります。 

以上で歳出を終わりまして次に、歳入について御説明いたします。決算に関する説明書は

１０ページ、事項別明細書は５ページをお開きください。１２款１項４目農林水産業使用料 



- 27 - 

２節林業使用料は鶴川内集会施設、及び山村開発センターの使用料２４万９，３３０円が主

なものであり、３節水産業使用料のうち、水産林務課所管分は栽培漁業センターの電柱占用

料１，１００円であります。決算に関する説明書は１１ページから１２ページ、事項別明細

書は６ページをお開きください。１２款２項４目農林水産業手数料２節林業手数料は、愛鳥

飼育許可、これはメジロの飼育許可でありますが、この飼育許可分とあとは許可手数料であ

りまして５万１千円でございます。３節水産業手数料は、船員手帳交付手数料１1件分と訂

正1件分でございます。これは２万１，８８０円でございました。次に、決算に関する説明

書は１６ページ、事項別明細書は１０ページをお開きください。１４款２項４目３節鹿児島

県緊急雇用創出事業臨時特例基金事業補助金の内、水産林務課所管分につきましては、体験

型農林漁業推進事業ほか２件分の１，２４４万６千円であります。１４款２項５目２節林業

費補助金の２，６２９万６千円のうち、主なものは森林整備・林業木材産業活性化推進事業

補助金の２，２３７万７千円であり、歳出につきましては都市建設課所管の番所丘公園の総

合管理事務所の新築工事、かごしま木づかい推進事業・木造公共施設等整備事業を実施して

おります。決算に関する説明書は１６ページ、事項別明細書は１１ページから１２ページを

お開きください。５目２節林業費補助金２，６２９万５千円は、決算に関する説明書に記載

のとおり、森林整備地域活動支援事業費ほか４件の補助金であり、３節水産業費補助金の１

６２万５千円は、地域振興推進事業、あくねのお魚普及事業、歳出で御説明をいたしました

が、これの補助金と、藻場・干潟等保全活動支援推進事業補助金でございます。次に、決算

に関する説明書は１７ページ、事項別明細書は１２ページをお開きください。３項５目２節

林業費委託金９７万４，６５９円は、松くい虫特別防除事業費と市町村権限移譲交付金であ

り、３節水産業費委託金のうち、水産林務課所管分は、港勢調査委託料で６万４７９円であ

ります。次に、決算に関する説明書は１８ページ、事項別明細書は１３ページをお開きくだ

さい。１５款１項２目利子及び配当金のうち、水産林務課所管分は、水産振興基金利子５４，

６４５円であります。これと阿久根大島名勝松造成基金１５，８４３円であります。次に、

決算に関する説明書は１９ページ、事項別明細書は１３ページをお開きください。２項３目

生産物売払収入１節生産物売払収入のうち、水産林務課所管分は、栽培漁業センターで、ヒ

ラメ・アワビ・アカウニ・オニオコゼの種苗を出荷した分の１，６０５万６，１５０円であ

ります。次に、決算に関する説明書は２１ページ、事項別明細書は１６ページをお開きくだ

さい。１９款５項４目雑入２０節雑入のうち、水産林務課所管分は、雇用保険料、及び原子

力立地給付金の一部であります。次に、決算に関する説明書は２３ページ、事項別明細書は

１６ページから１７ページになります。２０款１項５目農林水産業債２節林業債４，１７０

万円は、林道整備事業債を活用し、市単独事業として林道の崩土除去作業費用と有害鳥獣捕

獲事業を起債活用したものであります。３節水産業債４，０３０万円は、水産業活性化事業

債、これは氷代補助の分ですが、これと商談会出展事業債と、漁港改修事業債であります。 

以上で水産林務課所管の説明を終わりますが、主要事業の成果説明書は、６４ページから

７２ページに記載されております。答弁につきましては、私並びに担当係長より答弁させて

いただきますので、よろしくお願いいたします。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

課長の説明は終わりました。 

これより質疑に入ります、質疑はありませんか。 

ここで、暫時休憩いたします。 

 

（休憩 １４：１０～１４：２３） 

  

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

休憩前に引き続き、委員会を再開いたします。 

  質疑を行います。 
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山田勝委員 

今、ちょっと休憩中に言ったんですけどね、漁業振興費補助金に関連してね、ことし伊勢

えび祭りをやってるんだが、イセエビの捕獲量が少ないっていう話を聞くんですがいかがで

すか。 

大石水産係長 

はい、私も市場に行って水揚げ状況とか見ておりますが、例年に比べて小型のものが少な

くて、中型から大型のものが多いように感じております。水揚げ量もですね、一人当たり２

キロから３キロと例年よりもずいぶん少ないというふうに感じているのは事実です。 

山田勝委員 

そこで、私テレビを実は朝早く見とったらね、確か大分県か宮崎県かだったんだけど、こ

のイカシバと同じようにね、シバを投げ込んで、それにイセエビの子が、稚魚がね、付いた

と、それを見たもんですからね、これはもうちっと考えないかないねって思って言ってかせ

たとこいやあが。以上です。あなた方はちゃんと設置を確認してるの、そんな話をば。 

馬見塚水産林務課長 

実は今山田委員がおっしゃいましたテレビにつきましてはちょうど私も見ておりました。

確かに、魚につきましてはですね、イカシバを阿久根では実施しているところではあります

が、もちろんイセエビにつきましては大分県だったですよね、その中であれはシバでなくて

スギの葉を投入して、それに幼生が、イセエビの幼生がそれに付いているということであり

ました。これにつきましてはまたどういう方法が一番いいのか今後ですね検討していきたい

と考えております。 

山田勝委員 

簡単な方法やっで、検討もないもする必要はなか、してみればよか、本当の話が。もうき

ょうでもあしたでもしてみるというね、そういう気持ちが大事やっとよ、どひこ検討してど

げんもならなよ、してみれ、してみれ、ほんとで、わかった。金もねかからないんですよ、

やってみてください。お願いします。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

質疑を受けます。 

牟田学委員 

説明書の４８ページの６款３項２目補助金のですね、磯焼け対策事業の３００万なんです

けれども、この駆除をしたウニはどういうふうに処理をしていらっしゃいますか。 

大石水産水産係長 

国の事業のほうでは、移植に一部を使っております。市の単独でやっているこの３００万

円で行っている事業については多くのものが山に捨てております。それと、ウニ業者のうち

で移植に活用したいという申し出があれば、その分はお譲りしているところです。以上です。 

牟田学委員 

山に捨てているんですか。 

大石水産係長 

申し訳ございません。山に埋設をしております。 

牟田学委員 

実はですね、ウニの殻をですね砕いてミカンの周りにやればですね、ウニの風味のあるミ

カンができるっていう、これは本当なんですけれども、それを実行している人もいるんです

よ。ところが、そういうのをですよ、脇本の人なんですけれども、そういう地下に埋設して

ですね、するよりか、どうしてそういう人たちにやってもらえないのかなと、今、一生懸命

それ砕く機械も買ってですね、やってる人もいるんですよ。その早生ミカンが、ミカンがえ

らい風味がするという話を聞いてますけど、そこあたりは知ってますか、係長。 

大石水産係長 

そのような申し出があった場合にはお譲りしている部分もずいぶんあるように思っており
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ます。私たちが駆除する場合に、都合がいい方にはそのように情報提供してまして、取りに

来ていただく場合もありますし、届けたということもございます。 

牟田学委員 

ぜひですね、そういう違ったまた品物をつくるという人がいらっしゃいますのでね、また、

私もですね言いますけれども、そうやってもう山に埋めるとかじゃなくて、そういう人たち

に周知徹底してですね、ぜひ駆除した分はやってください。お願いします。 

山田勝委員 

係長、牟田委員が言ったのはね、私はやれやんか、私がやりますから紹介してください。

私がやりますから、非常にいい産業がおこるかもしれません。お願いします。 

出口徹裕委員 

主要事業の成果説明書の中の先ほどでました６款３項２目のビゴップの体験型のやつなん

ですけど、３回に分けて支払いをしているということなんですが、そのうち返納されてない

分があるということでしたが、３回とも支払ったあとにということなんですか。それは、な

んでまた最後の精査の段階でそれが行き届かなかったのかなと思うんですが。 

馬見塚水産林務課長 

  おっしゃるとおり３回に分けて支払いをしております。５月と８月、１２月に支払いをし

ております。先ほども説明の中で申し上げましたが、工期につきましては３月３１日までと

いうことで、すでに支払ったあとにですね最終の工期が３月３１日でしたので、その後に精

査をした結果、不用額が生じていたということであります。以上です。 

出口徹裕委員 

最後の一番、普通は３月に最終的に払って、３回目はと思うのですが、それよりも前に払

われたという理由はなぜですか。 

馬見塚水産林務課長 

  この事業につきましては緊急雇用事業でありまして、主に賃金が主なものであります。そ

の中で、事業を実施していく上でですね、先に賃金を払う必要等もあったことから、中途で

３回に分けて１２月までを支払ったということであります。 

出口徹裕委員 

  そうなってきますと、３回に分けたうち１回目の分についてはですね、当初賃金を支払い

うということでなるかと思うんですが、２回目のときにもすでに人員的なものは合わなかっ

たと思うのですが、そこらは精査をせずに、ただ単純に３分割したということですか。 

大石水産係長 

  私どももビゴップさんと一緒に、事業の推進であったり、さまざまな打ち合せ、毎月行っ

ておりました。イベントがあるごとに事務所に行ったり、役場のほうに来ていただいて打ち

合わせ等してたところでありますけれども、事業自体はきちんとなされたというふうに考え

ております。ですけれども、最終的な書類の作成の段階において、領収書等何に使ったのか、

何に支払われたのかがはっきりと確認できないものがあったことと、人件費について、ちょ

っと不適切な支払い等も見受けられたものですから、その分は事業費として削除させていた

だいたところです。 

出口徹裕委員 

いろいろコンサル的な業務になっているかと、どちらかと言うと思いますが、この金額の

大きさからして契約する場合にですね、例えば保証となる団体とか、そういったものはなか

ったんでしょうか。 

大石水産係長 

  この事業を委託する前にですね、商工会議所とですね観光連盟のほうにもいろいろな意見

をいただいていました。この事業のですね、鹿児島県の緊急雇用創出事業臨時特例基金事業

というものの一部で２５年度の企業支援型雇用創出事業というものでこの事業を運営しまし

たけれども、この事業の条件が起業後１０年以内の企業、事業者ということで、さまざまな
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事業者、交流人口増加とか、観光事業に対するノウハウを持っているところということで、

商工会議所等にも聞きましたけれども、日本水泳振興会、それと阿久根市美しい海のまちづ

くり公社、この辺りが事業が運営できる対象事業者ということで、あがりましたけれども、

条件の中に起業後１０年以内という条件がありまして、該当するのがビゴップさんだけだっ

たということであります。 

出口徹裕委員 

いや、そうではなくて、事業を行っていくうえの団体として、その団体を保証できる団体

というものはなかったんでしょうか。例えば会社自体が倒産したときにそれをカバーすると

いったような団体。 

大石水産係長 

  すみませんでした。そのような団体はございませんでした。 

出口徹裕委員 

金額が大きくなってくると、非営利目的団体になりますので、こういったようなやつを今

後やっていこうとするとですね、どうしても特に小さな団体になってくるとそこの業務だけ

で活動してるっていうふうになってくるかと思うんですが、阿久根市なら阿久根市だけの業

務を受けて活動をしていると、その結果、人材的にも採算が取れなくなっていくというふう

になってくるかと思うんですけれども、今後もこのような形で補償をする団体がない中でＮ

ＰＯ等に発注をしていく考えがあるんでしょうか。 

馬見塚水産林務課長 

  今後は、今までもＮＰＯにですね発注した経緯もありますけども、今後はですねこういっ

た事態がありましたので、ＮＰＯ法人にですね発注ということは考えていません。以上です。 

  [出口徹裕委員「了解です」と発言あり。] 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

ほかに質疑はありませんか。 

竹原恵美委員 

  同じ意見なんですけれども、その毎月レポートなどは受けずに進めてきたのでしょうか。 

大石水産係長 

  例月の報告書というようなのは毎月もらってました、それと、週に１回の打ち合わせ等も

必ずやっておりましたので、事業推進についてはしっかりとされていたというふうに判断し

ております。 

竹原恵美委員 

  これは、メインは雇用なので、雇用がされているかはもちろんレポートに載っていただろ

うと思いますけれども、先ほどの内容だと不適切な支払いがあったというふうに雇用もあり

ますけれども、不誠実なその報告があったという上で探すことができなかった、向こうもお

互い契約がわかっていながら、条件に値しない雇用があった、すべき雇用が外れていたとい

うことですか。 

大石水産係長 

  県の雇用労政課というところが主管、県の主管課になりますけれども、そこから１０月に

ですね、委託事業について中間検査を行いなさいというような通知がまいりました。その通

知に基づいてビゴップに対して中間検査をしますということをお伝えしたところです。その

ときにもですね、事業費がどのように使われているか、きちんとした雇用がなされているか

というのは検査をしたかったんですけれども、実際にはビゴップさんに行って書類を見せて

もらいたいという申し出をしたところ、実際には会計士のほうにすべて預けているというよ

うな回答であったり、社労士さんのほうに全ての書類を預けているというようなことで、書

類の確認ができたのが３月になってからです。その後、精査していきましたけれども、雇用

に関する契約書の中で一時金、ボーナスが支払われないというような契約になっているにも

かかわらずボーナスが支払われていたというようなことがありましたので、その分を一部事
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業費として削ってもらったということがございます。 

竹原恵美委員 

  この３００万なにがしかというのは、結局どの辺を削ってるんですか、雇用についてその

払うものを余計払っている、ボーナス払っているんであれば、そこ除いてもこんだけの額に

はならないんだろうけれども、どこを評価せずに、どこが評価、目的に達せずにはずした部

分ですか。 

大石水産係長 

  この事業の要件として、新規の雇用者の人件費が全体の事業費の２分の１以上でなければ

ならないというふうになっております。その中で見て行きましたけれども、領収書は付いて

いますが、何に使ったのか、何に支払われたのか確認できないような領収書もありましたの

で、その分も事業費としては計上しておりません。それと人件費についてもボーナス、あま

りにも不適切な額があったものは引いております。そういうものを積み上げていきますと３

９０万あまりという金額になります。 

竹原恵美委員 

  最初に要求してあった事業の内容、おもてなしうんぬん、成果は、お金の積み上げとして、

人件費、領収書、実態のあるもの、それをのいて３００万なにがしかを除いてしまったです

けれども、その成果としては、目的の成果は達しているとこちらが判断して支払っているの

でしょうか。 

大石水産係長 

  実際にはですね、遊々体験倶楽部という教育旅行の受け入れを推進しましょうという団体

と一緒になってこの事業もやってもらいましたが、成果としましては、さまざまな研修会、

あるいはモニターツアーの受け入れ、学生の受け入れ等やっていただいておりましたので、

きちんとした事業等は判断して支払いをしたところです。 

竹原恵美委員 

  これ、なによりの成果表にあります今後とも継続した取り組みが必要である。両方ともで

すね、継続した取り組みが必要な事業ではあって受けてもらった、今現段階はどういうふう

に処置をされていますか。 

大石水産係長 

  現段階はですね、ビゴップさんへの委託という形で、２６年度はビゴップさんへの委託も

視野に予算化をしておりましたけれども、現在は私どもの課のほうで推進しております。以

上です。 

竹原恵美委員 

  すいません、予算立てはしたけれども、それは使わずにおいて、事業自体は課の中で行っ

ている。委託をしていないというふうに理解していいんですか。 

  [大石水産係長「はい、そうです」と発言あり。] 

竹原恵美委員 

  中身が読めないんですけれども、その書類を評価していない、だからこういうお付き合い

を市としてもやっちゃいけないし、市民に対して税金をこういうやり方で使っちゃいけない

し、業者との掛け合い、こういうことは実際おこってしまって、チェック機能も途中なかっ

たわけですが、この書類を開示、資料提供はできますか。何を成果として、何をその認めず

に、人件費がほとんどだって言うけれども、過剰に支払った話はされるけれども、認められ

なかった人件費っていうのがあるのであれば、それは、それがないとこんだけ削れないと思

うんですが、ちょっと中身が見えないので、成果表、成果内容をぜひ見せてください。これ

は可能ですか。資料でするか、量がボリュームがあればそのほかの方法は提示してもらうか。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

  休憩いたします。 
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  （休憩 １４：４２～１４：４５） 

 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

  休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 

  資料請求がありましたが、本件を委員会から議長あて要求することに御異議ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

  ご異議なしと認め、本件を資料請求することに決しました。要求は委員長より行いますの

で、御了解願います。 

  ほかに、質疑ありませんか。 

牟田学委員 

  この成果表を見れば、今後も継続する必要があるというふうに磯焼け対策事業についてで

すね、その計画が、駆除の計画があるんであれば、日付とかそういう資料もいただきたいな

と思います。今後まだ継続する必要があるというふうに成果表に載ってますので、今後、ウ

ニの駆除をする時期とか日にちとかわかればですね、資料としていただきたいなという要望

です。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

  課長、資料請求の中で、今後の計画等がもしあれば、それも含めた形で資料請求をしてい

ただきたいということです。よろしいですか。あの、確認をしますけど、内容については次

年度の事業になりますので、ただ、それがあるかないかだけのことに留めたいと思いますの

でよろしくお願いします。そういったことで、課長よろしいでしょうか。 

  ほかに質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ、認定第１号中、水産林務課所管の事項について審査を一時中止いたします。 

（水産林務課退室、税務課入室） 

次に、認定第１号中、税務課所管の事項について審査に入ります。 

課長の説明を求めますが、説明は所管の決算内容、新規事業や改良を加えた点、事業の執

行による行政効果等について、簡潔明瞭にお願いします。 

川畑税務課長 

一般会計の税務課所管分について、御説明いたします。それでは、決算に関する説明書の

６ページをお開きください。市税の調定額、２０億８，３８０万９，０３８円に対し、収入

額は、１９億９１７万５１７円であり、調定額に対する収入率は９１．６２％で、前年度収

入率９２．０６％を０．４４ポイント下回りました。 

ここで、税務課で取り組みました主な収納率の向上対策等について、説明させていただき

ます。まず、管理徴収係職員による夜間徴収を、１２月、３月、５月に実施し、さらに課長

等管理職の応援をもらい、夜間納税相談を４月に実施し、３月から５月を徴収強化月間と位

置づけ、３月は過年度分を、４月・５月は現年度分を主として徴収を行ったところでありま

す。また催告書の発送を、７月・１１月・２月の３回実施し、滞納の早期解消に努めました。

また、１０月から２月にかけて行った、４回の市外徴収においては、５８万５００円の徴収

実績をあげることができました。また、滞納者宅４件の捜索で差押えた物品を、北薩地区５

市町の合同公売会に出品、１６点を公売し、１万７，４２０円を未納になっている税に充当

したところであります。差押品の合同公売会につきましては、県の広報誌・テレビ・ラジオ

での広報活動に加え、阿久根市でも広報阿久根、及び市のホームページに掲載し、市民への

周知を行ったところであります。滞納処分でありますが、差押を５３件行い、８７万７，３

６０円を税・料金として納入しました。捜索・差押え・公売につきましては、今後も一層強

化しながら、市民への周知を図ってまいりたいと考えております。また、収納率の向上には、

徴収体制の強化、滞納処分の徹底とあわせ、公平・公正な課税により、納税者の方々の理解

を得ることも重要であるとの意識をもって、十分なチェック体制をとるとともに、細心の注
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意を持って、事務に従事しているところであります。 

そのほか、次代を担う児童・生徒が、税金の意義や役割を正しく理解し、納税者としての

自覚を育てることを目的に、出水地区租税教育推進協議会の活動の一環としまして、市内６

か所の小中学校において、税務課職員による租税教室を開催しました。 

以上で、平成２５年度に取り組みました主な、収納率の向上対策等についての説明を終わ

り、決算に関する説明書の６ページにもどります。 

平成２５年度の調定額、２０億８，３８０万９，０３８円は、前年度に比べ、滞納繰越分

の増加が約５９５万円、現年分の増加が約４７５万円で、合計１，０７０万５，８６５円の

プラスとなっております。現年分につきましては、市税６税目のうち、入湯税は６，６００

円の増、個人市民税・法人市民税・固定資産税・軽自動車税の４税目は、所得の伸び悩み等

で合計約１，３５０万円の減となりましたが、たばこ税が約１，８２４万円の増となりまし

た。たばこ税の本数は、約１０９万本減少しましたが、県への配分額が減額され、市への配

分額が増額されたため、調定額がふえたものであります。また収入額、１９億９１７万５１

７円は、前年度比、５９万７，７７２円の増加となっています。調定額から収入額を差し引

きますと、１億７，４６３万８，５２１円となりますが、このうち６７４万７，５２４円を

不納欠損処分し、残りの１億６，７８９万９９７円が収入未済額であり、前年度末と比べま

すと、６６２万８，９７８円の増額となっています。未済分の詳細については、７ページの

市税滞納繰越調書のとおりであります。 

次に、８ページをお開きください。第３款、利子割交付金の収入済額、２８４万９千円は、

県が収入した利子割の額から、徴収取扱費相当額を控除した残額の、５分の３の額であり、

また、第４款、配当割交付金の収入済額１９３万７千円は、一定の上場株式等の配当につい

て、県が収入した配当割の額から、徴収取扱費相当額を控除した額の５分の３の額、第５款、

株式等譲渡所得割交付金の収入済額３２６万３千円は、源泉徴収口座内の株式等の譲渡によ

る所得について、県が収入した株式等譲渡所得割の額から徴収取扱費相当額を控除した残額

の、５分の３の額が、それぞれ市町村に交付されるものであります。 

次に、１１ページをお開きください。１２款２項１目総務手数料のうち、備考欄の徴税手

数料、２６１万１，７２０円は、所得証明などの証明手数料、及び市税の督促手数料であり

ます。 

次は、１６ページをお開きください。１４款３項１目総務費委託金のうち、備考欄の徴税

費委託金、２，６９５万７，８７８円は、個人県民税徴収取扱費であり、地方税法第４７条

の規定に基づき、９月と３月に交付され、内訳の主なものは、納税義務者数に３千円を乗じ

た額であります。 

 次に、２０ページをお開きください。１９款１項１目延滞金の収入済額１１３万８，９

２０円は、市税滞納分に係る延滞金であります。また、５項４目雑入では、２１ページの備

考欄の上から３行目、雇用保険料の嘱託及び臨時職員本人負担分の一部と、２１ページ下か

ら１２行目のコピー使用料の一部、２２ページ上から１４行目、 封筒広告料３６万円をそ

れぞれ歳入しております。 

以上で歳入を終わり、次に歳出について、主なものについて御説明いたします。 

決算に関する説明書の３１ページと事項別明細書の２４ページをお開きください。２款総

務費２項徴税費１目税務総務費の支出済額７，１１５万３，６０４円は、税務課職員１６人

のうち１１人分の人件費が主なものであります。補正予算額マイナス９３５万８千円は、予

算編成時の職員配置と新年度の職員配置の異動による１名減と国民健康保険特別会計及び介

護保険特別会計との職員異動による給料等の補正であります。 

次に、２目賦課徴収費の支出済額２，６９４万４１３円について事項別明細書の節ごとに

御説明申し上げます。１節報酬４８６万９，９９５円は、収納嘱託員１名と、窓口事務等嘱

託員２名の報酬であります。４節共済費７２万２，７２７円は、嘱託員３名分の社会保険料

であります。７節賃金２８万５，８５２円は、課税事務補助臨時職員１名分の賃金でありま
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す。８節報償費４７４万５，３０４円は、市税の取りまとめに対する各区などへの納税報奨

金、４７３万８８０円と総務課嘱託員への給報電算入力業務時間外謝金であります。９節旅

費２万４，４２０円は県内外への徴収事務や、税務関係研修時の旅費であります。１１節需

用費２５６万８，７９６円は、各市税納付書、及び督促状並びに再発行納付書、納付書発送

用封筒印刷代が主なものであります。１２節役務費３２０万６，６０９円は、収納代理金融

機関窓口収納手数料、納付書等発送時郵便料及び電話料であります。１３節委託料２４０万

２，４００円は、平成２７年度評価替標準宅地鑑定業務、２６年度時点修正標準宅地鑑定業

務、地籍システムに係る委託料であります。なお、２目賦課徴収費の補正予算額マイナス５

１０万円は、時点修正鑑定業務の入札執行残１４万３，８５０円と評価替鑑定業務の入札執

行残５１６万７５０円の合計額、５３０万４，６００円から需用費と使用料及び賃借料への

流用額２０万円を差し引いたものであります。１４節、使用料及び賃借料１２６万５，１０

０円は、電子申告支援システム使用料、市県民税申告時の公民館空調機器使用料、市税等収

納嘱託員徴収用務時車借上料であります。１９節負担金補助及び交付金５９万８，００３円

は、決算に関する説明書に記載のとおり負担金は財団法人資産評価システム研究センター会

費、地方税電子化協議会費であり、補助金は、阿久根市青色申告会運営と出水たばこ販売協

同組合たばこ消費事業への補助金であります。２３節償還金利子及び割引料６２５万１，２

０７円は、市税の過年度分の過誤納還付金、及び還付加算金であります。 

以上が税務課所管分に係る決算の主な内容であります。どうぞよろしく、お願いいたしま

す。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

課長の説明は終わりました。 

これより質疑に入ります、質疑はありませんか。 

竹原恵美委員 

  最初の、歳入のときの６ページの辺りで説明がありました差し押さえを公売に掛ける、そ

のときに広告料を、広告をかけてると言われたんですけれども、有料広告というのは何をか

けてますか。有料でかかる広告は種類が何があっていますか。 

川畑税務課長 

  ここの公売会の広告は、公売会がありますというのを市のホームページ、あるいは県のホ

ームページで掲載依頼するもので、収入はありません。これは広告料をもらうものではあり

ません。 

竹原恵美委員 

  有料の広告で、有料の広告をうっているものがありますか、支払うほうです。 

川畑税務課長 

  申し訳ありません、有料ではしていません、県の広告と市のホームページ等ですので、こ

ちらからお金を払って民間の方に広告してもらっているということではありません。 

  [竹原恵美委員「はい、了解」と発言あり。] 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

  ほかに質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ、認定第１号中、税務課所管の事項について審査を一時中止いたします。 

ここで、暫時休憩いたします。 

（税務課退室） 

 

（休憩 １５：０５～１５：１６） 

 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

（都市建設課入室） 
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次に、認定第１号中、都市建設課所管の事項について審査に入ります。 

課長の説明を求めますが、説明は所管の決算内容、新規事業や改良を加えた点、事業の執

行による行政効果等について、簡潔明瞭にお願いします。 

西園都市建設課長 

平成２５年度都市建設課所管の主要事業の概要から説明させていただきます。 

市が管理する市道につきまして、平成２５年４月１日現在、市道は６４６路線で、１級２

４路線、２級３２路線、その他５９０路線で、実延長３８万６，９０３．１８メートルとな

っております。改良率につきましては、全体では６５.４２％となっており、また、舗装率

は、全体では９９．０％となっております。市道の維持管理業務として、パトロールによる

巡回を強化するとともに、市民や区長からの損傷箇所や危険箇所の通報等に迅速に対応し、

維持修繕工事、伐開委託、直営班による補修等の工事を実施しているところであります。 

主要事業の成果説明書の８１ページ、８２ページをごらんください。漁港・港湾整備事業

関係で、委託料は補助事業で脇本漁港につきまして、しゅんせつの測量設計、佐潟漁港を水

産基盤機能保全計画策定業務委託を実施し、８２ページ工事請負費は補助事業で脇本漁港深

田地区の泊地しゅんせつ工事、脇本漁港関穴浦地区の護岸改良工事、佐潟漁港の野積場舗装

整備を行ないました。主要事業の成果説明書の８４ページをごらんください。道路維持費事

業費関係で、工事請負費は補助事業で市道中央線鶴川内道路修繕工事他２線、通学路交通安

全工事として市道波留線防護柵設置工事ほか１線の工事を実施し交通安全に努めたところで

あります。主要事業の成果説明書の８６ページをごらんください。また、平成２４年度繰越

事業としまして、上原桐野線はか１３線の舗装修繕工事を実施し、通行の安全をはかったと

ころであります。主要事業の成果説明書の８７ページをごらんください。道路新設改良関係

で、中央線大川の道路改良につきましては、残事業として仲仁田市営住宅前から国道側へ延

長約２３０メートル区間とし、平成２４年度に実施設計委託を行い、平成２５年度に尾崎側

から１２５メートル区間約半分の用地買収と立木補償及び建物補償を実施しました。これに

より平成２６年度９月その区間の工事発注をしたところで引続き残りの整備を推進していき

ます。また、尾城線道路改良は延長が７５６メートルで実施設計委託を平成２４年度に完了

し、２５年度から用地関係の実務に着手し、土地評価業務委託、土地購入及び立木の補償を

実施しました。平成２６年度から工事着手を行う予定であります。槝之浦線道路改良工事を

平成２２年度、実施設計委託を行い、平成２５年度の最終舗装工事で、延長４３５メートル

の改良事業を完了し、地元の方に喜ばれているところであります。主要事業の成果説明書８

８ページをごらんください。次に橋りょう維持費委託料ですが、主な委託等の中で、２２６

橋の橋りょう長寿命化修繕計画策定業務委託１，２０５万円、９０ページをごらんください。

３０都市公園の公園施設長寿命化計画策定業務委託１，８００万円で委託しております。主

要事業の成果説明書の９１ページをごらんください。都市公園の整備につきましては、かご

しま木づかい推進事業及び地域振興推進事業を活用しまして、番所丘公園総合管理事務所の

新築及び管理棟周辺整備を実施し、また、管理事務所の電気給排水衛生設備工事を単独整備

工事としてあわせて実施しました。都市計画事業関連としまして、南九州西回り自動車道は、

出水阿久根道路１４．９キロメートル区間において事業が進められており、阿久根北インタ

ーから阿久根インターまで平成２６年度供用開始予定として工事が進められています。また

仮称西目インターから薩摩川内水引インター１７キロメートルも、今年７月末、県により都

市計画決定され、新規事業化区間となるよう要望活動を県及び関係市町と連携を図りながら、

国土交通省等へ市独自の積極的な要望活動も実施しているところであります。主要事業の成

果説明書の９２から９３ページをごらんください。都市下水路整備事業は、臨時交付金事業

として上野都市下水路支線の、排水路整備を１２５．９メートル実施し、地域の排水対策を

図りました。また、大丸都市下水路において、高松川から２５０メートル区間の建物等の事

前調査業務委託が完了しましたので、平成２６年度から工事を実施しているところでありま

す。市営住宅管理事業でありますが、現在の市営住宅管理戸数は、公営住宅５１１戸、一般
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住宅８戸の合計５１９戸で管理事務を行っていますが、主要事業の成果説明書の９４ページ

をごらんください。市営寺山住宅建設事業については、鹿児島県住宅・住環境整備計画に基

づく社会資本整備総合交付金事業として、市営寺山住宅建設事業第３期を進めています。５

号棟１８戸、建設に係る工事につきまして平成２４年度補正予算と平成２５年度当初予算の

複数年予算の編成になり、建設工事で平成２４年度補正分の建築を平成２６年３月末に一部

引き渡しを受け、残りの平成２５年度当初予算を平成２６年度へ明許繰越しし、６月に建物

の検査を実施し、平成２５年度補正予算による、５号棟の屋外電気工事ほか２件の工事及び

６号棟の実施設計業務を実施中であります。以上、都市建設課が所管する平成２５年度の主

な事業の説明を終わりまして、引き続き歳入・歳出決算事項別明細書及び決算に関する説明

書で説明を行っていきますのでよろしくお願いします。 

都市建設課の所管に係るものについて、事項別明細書と、決算に関する説明書を併用しま

して主なものを、歳出から御説明いたします。 

最初に、事項別明細書の２１ページ、決算説明書では２７ページになります。２款総務費 

１項総務管理費７目財産管理費の１７節公有財産購入費の９，４１９万６，９７２円うち、

都市建設課の所管は、潟土地区画整理事業の旧保留地を、土地開発公社から９，２６８万７，

０７２円で４画地、１，４１４．６２平方メートルを買い戻ししたものであります。これに

より公社から買い戻しした保留地は、６６筆ですべてが完了いたしました。次は、事項別明

細書の４５ページから４６ページ、決算説明書は４８ページになります。６款農林水産業費 

３項水産業費３目漁港管理費１３節委託料、６９９万４，６４１円は、強い水産事業づくり

交付金事業脇本漁港測量設計委託３６７万５千円と、佐潟漁港水産基盤機能保全計画策定調

査設計委託３２６万６千円です、また、５万３，６４１円は、阿久根漁港内における使用料

徴収事務を北さつま漁協に委託しているものであり、その委託手数料であります。次は、１

５節工事請負費３，１８２万５千円は、強い水産業づくり交付金事業により、脇本漁港深田

地区１，３５０万円、同港関穴浦地区６１９万５千円、佐潟漁港用地舗装１，１６３万円の

３件の整備工事と佐潟漁港の維持修繕工事５０万円であります。 工事の主な内容としまし

て、深田地区泊地しゅんせつ体積３，０２６立法メートルと関穴浦地区護岸改良工事延長１

６．４メートル、佐潟漁港の野積場舗装工事面積１，３００平方メートルを実施し、また、

補助対象外による佐潟漁港の維持修繕工事は、同漁港のコンクリート舗装をしたものです。

漁港施設の整備を行ったことにより、漁船の航行と係留の安全と野積場における漁具等の保

管や運搬の作業効率の向上、通行の安全と漁港内の転落防止が図られました。次の、４目漁

港建設費、１９節負担金補助及び交付金、１千万円は、阿久根漁港における、水産物供給基

盤機能保全事業の係留護岸改修工事等の県工事５千万に対する、阿久根市の負担金であり、

負担金率は２０％であります。工事の内容としましては高松川河口付近及び旧港の護岸の補

強工事並びに新港の浮き桟橋２基の補修工事であります。次に、事項別の４９ページ、決算

説明書は５１ページになります。８款土木費 １項土木管理費1目土木総務費１３節委託料

の５９万２，２００円は土木積算システムソフトウェアの保守点検業務委託料であります。

次の、１４節、使用料及び賃借料の、９３万７，４４０円は、同じく土木積算システムソフ

トウェア、ハードウェア及び複写機の使用料であります。８款土木費２項道路橋りょう費１

目道路橋りょう総務費１節報酬費の３５０万1，６００円は、用地事務等嘱託員２名分の報

酬であります。８節報償費の４４４万２千円は、市内６９集落がおこなった市道・河川の伐

開清掃に対する謝金であります。１３節委託料４７８万９，０１０円は、光波測距儀点検、

調整業務委託８万１，９００円、市道用地測量業務委託５７万２，２９０円、道路台帳作成

業務委託料、４００万円及び法定外公共物管理及び登記関係測量システムサーバー保守業務

１３万４，８２０円であります。事業効果としまして、道路台帳作成業務委託におきまして

は、台帳平面図及び調書の整備が図られ、地方交付税の算出資料や道路情報の一元化が図ら

れました。１７節公有財産購入費の２０万７，３６９円は、市道敷地５筆分の用地を購入し

たものであります。次に、事項別明細書の５０ページ、決算説明書は５１ページ５２ページ
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をお願いします。２目道路維持費、４節共済費２０６万６，３９１円は、道路作業員８名分

の社会保険料であります。不用額は、平成２５年中に道路作業指導員及び道路作業員４名が

年度内に６５歳になったため、社会保険料等の支払いが発生しなかったための執行残であり

ます。７節賃金１，０２４万８千円は、道路作業員６名分の賃金であります。１１節需用費、

２０４万７，５０２円は、道路伐開作業の刈払機の替刃、木杭、融雪剤、燃料代であり不用

額の２８万５，４９８円は、執行残であります。１３節委託料の支出済額５，５６３万９千

円は、市道阿久根出水線など３２路線、延長６９．０９キロメートルの伐開委託１，４１４

万２千円と、地積測量業務９４万５千円及び潟波留線測量設計業務委託ほか８線及び社会資

本整備総合交付金事業による委託業務と平成２４年度補正・繰越社会資本整備総合交付金事

業の委託業務の３，９０８万２千円並びに妙法線土地評価業務委託の１４７万円であります。

１４節使用料及び賃借料の５７万９，３９０円は、道路維持に関する崩土除去及び土砂除去

に関する重機借り上げ料であります。1５節工事請負費の支出済額５億２，５３９万９，２

５０円は、平成２５年度防災・安全社会資本整備交付金事業により、中央線、折口本線の道

路修繕工事ほか３線の７，８２５万８，５００円及び波留線の防護柵設置工事ほか１件、２，

１６０万円と、国の平成２４年度大型補正に伴います、平成２４年度補正社会資本整備総合

交付金事業により中央線ほか９路線の１４件道路修繕工事を３億２，０３９万６千円で実施

し、また市町村振興資金を充当した、側溝改修工事１８件の２６路線（修正あり）１億５１

４万４，７５０円で、側溝改修工事１２件、舗装工事３件、突角改良工事３件を実施したも

のです。また、翌年度繰越額の１，２０９万４千円は、平成２５年度防災・安全社会資本整

備交付金事業の高之口佐潟線道路修繕工事で平成２６年度繰り越しを行った７５０万４千円

と、国の平成２５年度補正に伴います平成２５年度補正防災・安全社会資本整備交付金事業

の通学路交通安全事業により、丸尾本線の交通安全対策工事を５４０万円で行うものであり

ます。事業効果としまして、社会資本整備交付金事業は、老朽化した舗装の改修が行われ、

通行の安全向上が図られました。特に、中央線鶴川内は平成２６年度に開通します、西回り

自動車道へのアクセス道路の整備促進が図られたと考えております。また市道改修事業によ

る、側溝及び舗装の改修工事を実施したことにより、通行の安全、車の逸脱、地域住民の生

活環境の改善が図られました。１６節原材料費の２６３万３，２４８円は、道路補修用のア

スファルト合材や・砕石・セメント等の購入費用であります。１７節公有財産購入費の１０

２万４，０６９円は、道路改修工事に伴います市道ゼミ佐潟線ほか３線の１０筆３１８．５

９平方メートルとの用地購入費であります。１８節備品購入費の１６９万９，５３０円は、

測量用データコレクターほか５品の購入費であります。不用額は、入札残であります。２２

節補償補填及び賠償金、８３万６千円は、市道ゼミ佐潟線及び妙法線の道路改修工事伴いま

す立木補償であります。次に、２項道路橋りょう費３目道路新設改良費１３節委託料の、３

６４万１千円は、社会資本整備総合交付金事業の市道尾城線の調査業務委託２件であり、土

地評価等を委託いたしました。この事業の国庫補助率は６０％であります。１５節工事請負

費の１，６８２万３千円は、社会資本整備総合交付金事業で、槝之浦線の道路改良工事、舗

装幅員５メートル、延長４３５メートルを実施いたしました。この事業の国庫補助率は６

０％であります。槝之浦線の改良工事は、全線舗装等を終え、２５年度で完成しました。事

業効果といたしまして、車の離合及び通行の安全が図られたところであります。１７節公有

財産購入費の８７６万３，３９３円は、道路新設改良工事に伴います中央線大川８筆１，６

５０．９７平方メートルと尾城線２筆４９８．９１平方メートルの用地購入費であります。

次は、事項別明細書の５１ページをお願いします。２２節補償補填及び賠償金の３，７３６

万４，３００円は、道路新設改良事業に伴います、中央線大川の立木補償２３万１，５００

円及び建物補償３，１５６万円と尾城線の立木補償５５７万２，８００円であります。これ

により、来年度工事区間として工事進捗が図られました。４目橋りょう維持費１３節委託料

の１，２０５万円は、社会資本整備総合交付金事業によります、橋りょう長寿命化修繕計画

書策定業務委託であり、委託内容としまして、市管理橋りょうの２２６橋の長寿命化計画策
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定が完了しました。今後は、橋りょうの修繕工事等を実施していくことになります。次に、

６目交通安全施設整備費１５節工事請負費の８００万円は、市道２１路線において、ガード

レール４５３メートル、区画線３，３８７メートル、ポストコーン４２基を設置し、車両等

の道路外への逸脱防止や交通事故の抑制を図り、通行の安全向上に努めました。１６節原材

料費の８３万６，３２５円は、カーブミラー３８基を購入し、見通しの悪い危険箇所に 直

営で１８箇所設置し、交通事故の防止に努めました。不用額は、執行残であります。８款土

木費３項河川費２目河川維持費１３節委託料の２００万円は、鶴見川、金山川、小漉川、鳴

迫川、大下川、新田川、野元川の７河川の伐開委託を実施したものであります。これにより、

河川の環境の改善が図られました。１４節使用料及び賃借料９９万２，９８５円は、市が管

理いたします河川において流れを阻害していた１１か所の埋塞土砂等を取り除いた機械借上

げ料であります。土砂等を取り除いたことにより、河川の流れが確保され災害等の未然防止

が図られました。１５節工事請負費４２９万４，５００円は、愛宕川の河川維持工事を実施

したものです。事業内容としまして、愛宕川において、河口が埋塞し流れを阻害し、沈殿物

等により悪臭があったことから河口の開削と護床工を行い河川の健全な機能改善を図ったも

のであります。４目砂防費１９節、負担金補助及び交付金９８７万３，９００円は、県単砂

防事業尾原川の事業費４７３万９千円に対する負担率１０％の４７万３，９００円と県営急

傾斜地崩壊対策事業仲仁田の事業費４，７００万円に対する市の負担率２０％の９４０万円

であります。次は事項別明細書の５２ページをお願いします。８款土木費４項港湾費１目港

湾管理費１５節工事請負費４７万２，５００円は、阿久根市管理の八郷港の護岸法面保護と

大漉港の車止め取りかえなど、港湾維持修繕工事を実施したものであります。港湾施設の整

備を行ったことにより、港湾利用者の安全が図られました。８款土木費４項港湾費２目港湾

建設費１９節負担金補助及び交付金、５２０万円は、黒之浜港改修工事１，９５０万円の負

担金３分の０．８であります。次は事項別明細書及び決算説明書の５３ページになります。

８款土木費５項都市計画費１目都市計画総務費の１３節委託料１２万１５円は、潟排水機場

の電気工作物保安業務委託であります。大雨時の強制排水に備えるための、施設の運転管理

が図られました。１９節負担金補助及び交付金５１万７千円は、潟土地区画整理事業地内の

未処分市有地の購入者への１筆分の定住促進補助金４７万円であります。また、負担金とし

て、全国都市計画協会への４万７千円であります。不用額の９５３万円は、定住促進補助金

として１６画地分の１千万円を予定しておりましたが、１件の実績でありました。２目土地

区画整理費の１３節委託料９１万２千円は、潟土地区画整理事業地内旧保留地の伐開を業者

に委託したものであります。事業効果といたしまして、未処分市有地の良好な管理と公売促

進のため環境美化が図られました。次は決算に関する説明書の５３・５４ページになります。

３目公園費の１１節需用費３８７万５，２５５円は、公園等の電気料、水道料、遊具施設等

の修繕料が主なものであり、施設を安全に有効利用していただくものであります。不用額は

執行残であります。１３節委託料の支出済額６，１５４万７，０４１円は、番所丘公園ほか

市内４５公園等の管理に対する費用であります。内訳としまして、番所丘公園の管理業務委

託費１，７２９万円、市内公園緑地管理業務２，３１６万５，８４１円、公園等のトイレ浄

化槽管理業務委託３２万９，７００円、遊具点検施設、１８万９千円及び番所丘公園の管理

事務所設計業務委託と公園内電気設備改修設計業務委託２５７万２，５００円であります。

また、1，８００万円は、平成２４年度補正繰越分の社会資本整備総合交付金事業による阿

久根市内３０か所の都市公園を対象に公園長寿命化計画を策定する業務の委託費であります。

なお、不用額は、公園管理委託等の執行残が主なものであります。１５節工事請負費、７，

３５２万７千円は、かごしま木づかい推進事業で番所丘公園総合管理事務所新築工事を２，

５２２万９千円で面積１６９．１平方メートルの建物、地域振興推進交付金事業で、管理棟

新築に伴い外構工事１，５００万円として、階段スロープ工、排水工、石積工、アスファル

ト舗装工、張芝工、平板ブロックを整備しました。単独事業としまして、総合管理事務所の

新築に伴い給排水衛生設備工事を６５１万７千円で電気設備及び放送設備の整備等を２，６
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７８万１千円で実施したものであります。事業効果といたしまして、番所丘公園の新しい総

合管理事務所及び周辺整備が完了したことにより、来客者の案内や休憩所として利用がなさ

れ、好評であるところです。番所丘公園のさらなる交流人口の増加と施設利用者の利便性が

図られました。１８節備品購入費の４３万６，１７０円は、番所丘公園のグラウンドゴルフ

用品一式の購入費であります。次に、４目都市下水路費１３節委託料の５４３万４，１３１

円は、都市下水路延長２５０メートル区間の建物、営業補償等調査業務委託費で調査棟数１

５棟の５０２万６千円と池尻川上流部水路及び上野都市下水路の用地測量業務委託４０万８，

１３１円であります。次は事項別明細書の５４ページをお願いします。１５節工事請負費１，

９１１万８千円は、上野都市下水路６の２号支線の改修工事費１，３７０万円で延長１２５．

９メートルの整備と池尻川上流部の維持修繕工事を４６６万７千円で、また、高松地区都市

下水路維持修繕工事を７５万１千円で実施しました。上野都市下水路支線については、水路

沿線の生活環境の向上が図られ、池尻川及び高松地区水路護岸の崩壊部分の護岸整備等も地

域住民の生活の改善が図られました。５目街路事業費１９節負担金補助及び交付金２万８千

円は、県市町村街路事業促進協議会の負担金であります。次に、８款土木費６項住宅費１目

住宅管理費１２節役務費の１１７万２，７０３円のうち、主なものは、市営住宅の火災共済

保険料が８３万６，３６９円、その他は郵便料金等の通信費及び口座振替手数料であり、不

用額の１２０万２９７円につきましては、市営住宅明渡しの裁判手続きに係る費用が主なも

のであり、該当する事案がなかったため不用額となったものであります。１３節委託料４９

３万５，９２７円は、寺山住宅のエレベーター保守点検業務２０９万１，６００円と、市営

住宅受水槽清掃業務１７万２，２００円、住宅敷地内の除草及び樹木管理業務５８万０，１

２７円、市営丸尾住宅及び上松住宅の排水路改修測量委託業務２０９万２千円であり、不用

額の１６１万４，０７３円は、住宅の明け渡し訴訟にかかる、遺留品処分経費の執行がなか

ったため不用額となったものが主なものであります。１５節工事請負費１，０６１万６千円

は、老朽住宅解体工事として、江月鼻住宅１号を含む６住宅１２戸の費用６９９万３千円と、

丸尾住宅及び上松住宅排水路改修工事、黒之浜住宅屋根改修工事の計３件の費用３６２万３

千円であります。事業効果としまして、老朽住宅解体により、近隣の入居者に対する住環境

の向上が図られ、あわせて景観・防犯への対策及び住宅内の排水環境等の改善が図られたと

ころであります。次は、決算説明書の５５ページになります。１７節公有財産購入費２５９

万９，３９７円は、市営住宅維持修繕に係る設備等の更新としまして、風呂釜・流し台・換

気扇等の購入費２５６万８２７円のほか、上松住宅排水路改修工事に係る用地購入費３万８，

５７０円であります。次は、事項別明細書の５５ページになります。１９節負担金補助及び

交付金１２１万７９３円は、寺山住宅浄化槽維持管理負担金１１８万２，３９３円が主なも

のであります。次に、２目住宅建設費につきましては、寺山住宅建設事業に係るものであり

ますが、このうち、１５節工事請負費の支出済額２億１，１５０万円につきましては、寺山

住宅５号棟建築工事ほか２件の出来高払いであり、残り部分を平成２６年度へ繰り越したも

のであります。あわせて、１３節委託料につきましても、寺山住宅６号棟設計業務委託費で

あり、同様に平成２６年度へ繰り越したものであります。次は、事項別明細書の６６ページ、

決算説明書は最終ページ６６ページになります。１１款 災害復旧費６項土木施設災害復旧

費１目単独土木施設災害復旧費１４節使用料及び賃借料１５９万８，１００円につきまして

は、梅雨前線豪雨等に発生した崩土の除去等に使用しました、重機借上料であります。また、

平成２５年度においては、補助及び単独の土木施設災害復旧工事は、ありませんでした。 

次に、歳入について御説明いたします。事項別明細書の３ページ、決算説明書は８ページ

をお願いします。１０款交通安全対策特別交付金１項１目交通安全対策特別交付金３２１万

円は、交通反則金の収入を各地方公共団体に配分されるもので、交通事故の発生件数や人口

などにより配分額が決定されているものであり、前期９月の１７３万１千円と後期３月の１

４７万９千円が交通安全施設整備の設置及び管理に要する費用並びに交通安全教育の用に供

する施設に要する費用に充てることを目的に交付されたものであります。次は、事項別明細
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書の５ページ、決算説明書の１０ページをお願いします。１２款使用料及び手数料１項使用

料４目農林水産業使用料３節水産業使用料２万１，４０５円のうち、都市建設課分２万３０

５円は、第１種漁港の電柱と給油施設の占用料であります。６目土木使用料、１節道路橋り

ょう使用料６４４万９０６円と、２節都市計画使用料１４万６，５１７円は、市道や公園、

都市下水路等の電柱、電話等の占用料が主なものであります。３節住宅使用料７，７７２万

４，３９６円は、内訳としまして、市営住宅使用料は過年度分も含めて７，５８７万１，６

００円、駐車場使用料も過年度分も含めて１７０万７，８００円、電柱、電話柱等占用料１

４万４，９９６円となっております。なお、住宅使用料及び駐車場使用料を含んだ平成２４

年度収納率比較につきましては、平成２４年度においては、調定額８，９３２万７，９００

円に対し、収納額７，９０１万３，６００円で、収納率８８．４５％でありましたが、平成

２５年度、調定額８，９１７万７，４００円に対し、収納額７，７５７万９，４００円で、

収納率８６．９９％となり、対前年度比１．４％の減となりました。また、滞納額につきま

しては、平成２４年度の１，０３１万４，３００円に対し、平成２５年度は１，１５９万８

千円となり、対前年度比１２８万３，７００円の増額となっています。平成２５年度の住宅

使用料につきましては、徴収対策として、毎月の督促状の送付のほか、通告書の送付が６件、

保証人招致が６件、誓約書の締結が８件、１２６件の夜間徴収と電話相談を実施してきまし

た。平成２５年度の収納率につきましては、平成２４年度と比較して１．４６％の減であっ

たものの、実員数で１３名の減が達成できたことから、本年度におきましても、新たな滞納

者がふえないように市営住宅の新規申込段階で念入りな審査を実施し、実滞納者の数を減少

を第一に日ごろから収納状況を監視し、遅れがちな方に対しては法的措置、また、悪質な滞

納者に対しては、裁判に至った場合も想定し、入居者との公平性を確保するためにも、法的

措置を含めた徴収対策に努めてまいりたいと考えております。次は、事項別明細書の６ペー

ジ、予算説明書は１２ページになります。１２款使用料及び手数料、２項手数料６目土木手

数料１節土木管理手数料２６万４，５６０円は屋外広告物許可等が主なものですが、収入未

済額の９６０円は、潟土地区画整理事業の清算金徴収未納に係る６名分の督促手数料であり

ます。２節住宅手数料の１，６００円は、市営住宅敷地内駐車許可証明手数料８件分であり

ます。次は事項別明細書の８ページ、決算説明書は１３ページをお願いします。１３款国庫

支出金２項国庫補助金５目農林水産業費国庫補助金３節水産業費補助金１，９１３万３千円

は、水産物供給基盤機能保全事業で実施した、佐潟漁港の機能保全調査設計業務委託に対す

る１６３万３千円の補助金と、強い水産業づくり交付金で実施した、脇本漁港の測量設計委

託、深田地区の泊地しゅんせつ工事、関穴浦地区の護岸改良工事、佐潟漁港用地の野積場舗

装工事に対する合計１，７５０万円であります。補助率は、５０％になります。次の７目土

木費国庫補助金２節道路橋りょう費補助金、２億８，９１２万６千円の内訳は、平成２４年

度補正繰越事業の社会資本整備総合交付金事業によります、市道下村瀬之浦線脇本ほか８線

路面性状調査業務委託の外４件の業務委託及び市道中央線道路改修工事のほか１３件の工事

に対する補助金２億２３９万９千円と、平成２５年度事業の防災・安全社会資本整備交付金

事業によります、市道折口本線のほか１線の調査、測量設計委託と、市道尾城線の調査等業

務委託及び用地補償、市道槝之浦線の改良舗装工事に対する補助金７，９４９万７千円並び

に橋りょう長寿命化修繕計画策定業務委託に対する補助金７２３万円の合計であります。こ

れらは、社会資本整備総合交付金事業の補助金であり、補助率は工事費・委託費の補助対象

額合計４億８，１８７万７千円に対しまして６０％であります。５節都市計画費補助金９０

０万円は、社会資本整備総合交付金の平成２４年度繰越で公園施設長寿命化計画策定業務の

委託料であります。補助率は、５０％であります。６節住宅費補助金９，２２４万２千円は、

寺山住宅５号棟建設に係る社会資本整備総合交付金として、平成２４年度繰越事業費のうち、

補助対象経費１億８，２４５万４千円の２分の１補助の９，１２２万７千円と、住宅・建築

物耐震等改修事業として、市庁舎耐震補強計画業務委託費３０４万５千円の３分の１の補助

金の１０１万５千円であります。次に、事項別明細書は１２ページ、決算説明書では１7ペ
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ージになります。１４款県支出金３項委託金５目農林水産業費委託金３節水産業費委託金１

４万９４１円のうち、都市建設課分は、阿久根漁港の使用料徴収委託金で８万４６２円であ

ります。次は、事項別明細書は１２ページ、決算説明書では１８ページになります。７目土

木費委託金は市町村権限移譲に関する交付金であり、３１万１，２４０円の内、２節河川費

委託金５万２千円は、国が管理する河川に対する不動産登記法に関する事務の均等割り分で

あり、４節都市計画費委託金１２万円は、都市再開発法、屋外広告物、土地区画整理法等他

に関する事務に対する交付金であります。５節住宅費委託金の１３万９，２４０円は、建築

確認申請取扱事務交付金７万６，２４０円、建築基準法に関する権限移譲交付金２万６千円、

住生活総合調査費３万７千円であります。次は、事項別明細書は１３ページ、決算説明書で

は１９ページになります。１５款財産収入２項財産売払収入１目不動産売払収入１節土地建

物売払収入５１５万７千円のうち、都市建設課が所管する４７３万円は、潟土地区画整理事

業地区内の旧保留地１画地分の売払い収入であります。次は、事項別明細書の１６ページ、

決算説明書は２１ページになります。１９款諸収入５項雑入４目雑入２０節雑入９，０２８

万１，５８２円のうち、都市建設課関係の主なものは、説明書の２1ページ、雑入の１番目

の雇用保険料９３万３，７６３円のうち、７万９，０１４円は、用地事務等嘱託員ほか８名

分であり、雑入の下から７番目、原子力立地給金１７１万２，５２０円のうち、５万２，９

６８円は公園等に係る給付金です。また、下から４行目の、寺山団地維持管理県負担金５４

万１，７２７円であります。また、下から３番目は、潟土地区画整理事業の清算金４万９，

６０１円あります。決算説明書は２２ページをごらんください。雑入の最後の過年度負担金

等返還金は、平成２３年度水産基盤機能保全事業で実施した阿久根漁港の不要額１００万円

に対し、市町村負担率５分の１の２０万円が県からの返還金であります。次に、事項別明細

書は１７ページ、決算説明書は２３ページから２４ページになります。２０款市債１項市債

５目農林水産業債のうち都市建設課分１，７５０万円は、阿久根漁港における（修正あり）

強い水産業づくり交付金事業の県工事に対する阿久根市負担金に市債を充てたものです。７

目土木債は、道路橋りょう債３億１，３５０万円、河川債９２０万円、港湾債５２０万円、

都市計画債４，６２０万円、住宅債１億２，０８０万円であり、それぞれの対象事業費に市

債を充てたものです。 

以上で都市建設課に係る、平成２５年度決算の概要説明を終わりますが、質問の答弁につ

きましては、課長、不足の場合は担当係長から説明させていただきますのでよろしくお願い

いたします。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

  課長の説明は終わりました。 

  これより質疑に入ります。 

  [「なし」と呼ぶものあり] 

山田勝委員 

  議事運営について、今終わるといかんからあしたにせい。 

  そうじゃないと、やれやれやれ、はいおわりですよ。だからあしたにしてください。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

  ここでお諮りいたします。 

本日の審査はこの程度にとどめ散会したいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

御異議なしと認め、本日はこれにて散会いたします。 

  あすは午前１０時より再開いたします。 

 

（散会 １６時１０分） 

 

           決算特別委員会委員長  仮屋園 一徳 


